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福岡市は古くから大陸との門戸として繁栄しており，特に本市の西南部に位置する早良平野

は文化財が数多く包蔵されている地域として知られています。この平野の北部に位置する有

田．小田部地区にある有田遺跡群は，旧石器時代から近世にわたる重要な遺跡です。昭和41～43

年にかけて九州大学考古学研究室が区画整理に伴う発掘調査を行ない，弥生時代初頭の環濠集

落や奈良時代の建物が確認されて以来，学界の注目するところとなりました。本市では昭和50

年度から開発行為に先行して発掘調査を実施し，今年度迄に165ヶ所を数えています。その結果

数多くの成果が得られています。

今回の報告は小田部地区8ヶ所，有田地区2ヶ所に関するもので，遺構の時期は弥生時代か

ら近世にわたるものです。小田部地区では3ヶ所の甕棺墓の調査を行なっており，有田遺跡群

ではじめてほぼ完全な弥生人骨を発見しました。

発掘調査から報告書作成にいたるまで，ご理解とご協力を頂きました。地権者を始めとする

関係各位の方々に，深く感謝の意を表します。

本書が埋蔵文化財保護の理解を深める一助となり，併せて研究資料としてご活用いただける

ことを願うものです。

平成3年1月10日

福岡市教育委員会

教育長　井　口　雄　哉



例　　言

1．本書は福岡市早良区有田・小田部・南庄地区における開発に伴い，福岡市教育委員会が，

平成2年度の国庫補助を得て実施した，緊急発掘調査の報告書である。

2．本書には昭和62年度の第119次・121次・126～129次調査，63年度の第144次調査，平成元年

度の第156次・157次調査，平成2年度の第162次調査を収録する0

3・本書では有田・小田部台地上の遺跡を一連のものと見なし，広義の有田遺跡群とする。

4．本書に収録した発掘調査は，第119次・121～129次調査を山崎龍雄．米倉秀紀（現福岡市博

物館）が，第144次・156次・157次を山崎・加藤良彦が，第162次調査を山崎が担当した。

5．本書に掲載した遺構の実測は担当者の他，清原ユリ子・金子由利子・宮原邦江・黒田和生・

英豪之・溝口武司・桃埼祐輔が行ない，写真は担当者が行なった。遺物の実測とトレース，

遺構のトレースについては，各担当者の他，平川敬治・井上加代子・岡根なおみが行ない，

遺物の写真撮影は山崎・平川が行なった。

6・遺構番号については第119次・121次．126～144次調査迄は遺構の種類毎に通し番号を付し，

第156次調査以降はピットは独白の番号を付し，それ以外は連番とし，頭に遺構の性格を示す

記号を付した。

7・遺構記号は福岡市の遺構記号規準によっている。

SA・．．．・．柵，SB……掘立柱建物，SC……竪穴住居址，SD……溝状遺構，SE……井戸，SK

……土坑，SR……土墳墓，ST……甕棺墓，SP……ピット，SX……その他

8．本書に使用した方位は磁北であり，その他については図中に記した。

9．本書報告の遺物・図面・写真類はすべて本市の埋蔵文化財センターに収蔵保管する予定で

ある。

10．本書の執筆は以下のとおりである。

第1章　はじめに　　　　　　　．．．山崎

第2章　遺跡の立地と調査の成果・・・山崎

第3章　調査の記録・・．山崎．米倉・加藤（各担当のおわりに明記）

11・第126次調査出土の弥生人骨については九州大学医学部解剖学教室に調査を依頼し，その成

果については中橋孝博先生に玉稿をいただき，内容を充実した。

12・本書の編集は，米倉・加藤と協議のうえ，山崎が行ない，編集にあたっては平川，井上両

氏に多大な協力を受けた。
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第1章　はじめに

第1章　は　じ　め　に

1・調査に至る経過

福岡市近郊の純農村地帯であった有田・小田部の台地上には．有田．小田部．南庄地区の3

つの集落が存在している。近年国道202号線バイパスが西へ延長した事と，昭和57年の市営地下

鉄1号線の開通等の影響を受け，市街地への変貌は著しく，過日の農村の面影はない。

有田遺跡群の発掘調査は昭和41年の九大による調査以降，昭和50年度から，国庫補助事業と

して出発したが，昭和52年度から1000㎡以下の小規模開発についても対応を行って来ている。

昭和60年度迄の開発傾向は都心に近い手近な住宅地として個人専用住宅の建設が多かった

が，ここ数年は好景気や，地価高騰の影響を受け，民間資本により，202号線バイパス沿に店舗，

高層の共同住宅、分譲住宅などの開発が増加しつつある。平成2年度までの調査件数は計165件

である。この中には学校建設，下水道事業，市営住宅建設などの公共事業も含まれている。

本書では，昭和62年度から平成2年度にかけて調査を行なった，小田部地区での第119次．121

次・126次・127次・128次・129次・157次・162次調査，有田地区の第144次・156次調査の成果

を報告する。各調査の要項は下表のとおりである。

Tab・1第12集報告調査地区一覧表

調査次数 調査番号 地点名 調　 査 1地　 地　 籍 申請面積 調査面積 申請者 調　 査　 期　 間 － 事前審査

番号
備考

第119次 870 1 A 早 良区南庄3丁 目27 0－1外 I㎡
28 3 ．38

I㎡
203

原野善行 1987年4 月17日■ 5 月19 日 62－2－37

〃12 1〃 870 6 E 〃　 小田部5丁 目15 4－2 ㎡
21 2 ．94

㎡
165

市丸一 美 〃　 5 月20日～ 6 月13日 62－2－92

〃126 〃 87 2 4 D 〟　　 〃 1丁 一目34－9 Ⅰ㎡
14 3

I㎡
111

緒方　 章 〃　 8 月 4 日～ 8 月26日 62－2－142－

〃127 〃 87 2 9 C 〃　　　 〃　　 〃　418－1 Ⅰ㎡
24 0 ・8－3

Ⅰ㎡
180

井上哲夫 － 〃　 9 月17日～10月 9 日 62－2－162

〃128 〃 87 30 A 〃　 南 庄3丁 目16 － ㎡
34 5 ．76

㎡
213

原井常雄 〃　 9 月28 日～10月26日 62－2－160

〃12 9 〃 87 35 －F 〃　 小 田部 2丁 目38 Ⅰ㎡
49 9・20

㎡2
38 6

濱地安右衛門 〝 10月27 日～11月26日 62－2－160

〃14 4 〃 88 44 J 〃－　有 田1丁 目－25－4－ ㎡2
4 2 9

㎡
40 5
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第1章　はじめに

2・発掘調査の組織

（1）昭和62年度～平成2年度調査の組織

調査主体　福岡市教育委員会

調査総括　埋蔵文化財課長柳旧純孝

事務担当　昭和62～平成元年度　埋蔵文化財課第2係長、飛高憲雄（庶湊）岸田隆

平成元～2年度　埋蔵文化財課第2係長　柳沢一男、（庶務）阿部徹、中山昭則

発掘担当　昭和62年度　山崎龍雄，米倉秀紀（現福岡市博物館），小林義彦

昭和63年度　山崎，小林，加藤良彦

平成元～2年度　山崎，加藤

調査・整理補助　昭和62～平成2年度　平川敬泊（九州大学），梶村嘉長，溝口武司，黒田和生，

英豪之，田中克子

なお，発掘調査・資料整理にあたっては申請者の皆様，及び施工業者の皆様をはじめ，地元

の多くの方々のご援助・ご協力をえ，特に寺田勝行氏には事務所用地を心よくお貸しいただい

た。記して謝意を表したい。また調査にあたっては埋蔵文化財課の試掘担担当をはじめとする

諸氏に，多大なご助言，ご指導を受けた。
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第2章遺跡の立地と調査の成果

第2章　遺跡の立地と調査の成果

1．遺跡の立地と調査の成果

有田遺跡群は福岡市の西南部に広がる早良平野の北側中央部に所在する，最高所で標高15m

前後を測る独立中位段丘上に立地する。行政的には福岡市早良区有田．小田部・南圧の一帯に

またがる。この台地は北側に八手状に広がる複雑な谷部を形成し，南北約1・7km，東西0．8km，

面積約70万㎡の広がりを持つ。この台地の西には室見川，東には金屑川が北流している。特に

室見川は過去度々洪水によって流路を変えたらしく，航空写真などで幾筋もの旧河道が読みと

れる。また台地縁辺は度々の流路変更によって浸蝕を受け小段崖を形成している。

有田遺跡の所在する有田・小田部地区はもともと早良六郷の一つ田部郷の一部にあたり，明

治22年の町村制実施によって原村の一部として組み込まれ，昭和4年に福岡市に編入された。

昭和40年代初めの区画整理以前は純農村的風景を残していたが，国道202号線バイパスや地下鉄

1号線開通以降は，都心に近い住宅地として開発が急激に進み，景観の変化には著しいものが

ある。

有田遺跡群は台地上に分布する旧石器時代から近世迄の複合遺跡である。現在迄の調査次数

は昭和41年の区画整理事業に伴う調査以来，160ヶ所を越える。旧石器時代については遺物は有

田地区の最高所部の第6次・77次・107次・小田部地区の第131次・152次など10ヶ所で発見され

ている。第6地点ではナイフ・ポイント・第131次地点では台形様石器などが検出されている。

縄文時代の遺構は中期から後期にかけての貯蔵穴群が有田地区西側の第5次・第116次調査地点

で発見され馬蹄形状にめぐる状況を示している。弥生時代では前期初頭のⅤ字溝が第2次調査

を初めとして第45次・54次・77次・95次．133次調査区で確認されている。これらの地点の溝を

つなぎあわせると，有田地区台地高所部を楕円形に巡る環濠となり，その規模は長径300m，短

径200mを測る。またその出入口の陸橋部は第133次調査区南側の下水道調査で確認されてい

る。この時期の水田遺構についてはまだ見つかっていないが，本来存在した可能性があり，今

後谷部，低地部の調査が進めば，発見される可能性がある。前期後半には集落が有田地区中央

上，小田部地区では5丁目地内の第16次・121次．125次調査区で確認されている。この時期の

甕棺墓は有田・小田部地区で5ヶ所知られているが，その内西福岡高校地内の金海式甕棺墓よ

り細形銅戈が発見され，また小田部地区から細形鋼矛の出土も伝わる。中期は前期より更に集

落が拡大し，分布の濃淡はあるにせよ，台地全域に拡がるようである。当遺跡地内では青銅利

器が製造されたらしく，溶苑が第3次・82次・108次調査区で出土しており，早良平野において，

吉武遺跡群などと共に拠点集落の一つとして考えられる。しかし後期になると一変して，集落
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Fig．1有田・小田部の周辺遺跡（1／25．000）
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Flg・2　有田．小田部台地と発掘調査地点（1／5．000）



第2章遺跡の立地と調査の成果

は縮小する傾向を示す。古墳時代の集落は全時期を通して台地上に広く確認されており，長期

間に亘った集落が各所に存在しているこの時期には小田部地区に筑紫殿塚・松酒殿塚などの大

門墳が存在し，有力な首長層の存在が予想出来る。遺跡北側にある原北小学校内には南庄地区

より出土した石棺墓が移築保存されている。

律令時代はこの地区は早良郡の田部郷に比定されている。有田地区の第56次・57次・77次・

78次・82次・101次・107次調査区では大型の掘立柱建物群が検出されている。これらの建物群

は古代西海道に付設された額田駅が西方約2km離れた野方あたりに比定されていることから，

それに関連する官衛的規模の建物群と考えてよく，円面硯や帯金具・越州窯・長沙窯系磁器や

緑釉陶器などの出土からもそれを裏付けている。また3本柱の柵で囲まれた倉庫群が有田・小

田部地区に6ヶ所確認されており，それらは那ノ津宮家の一部ではないかという意見も出され

ている。中世には在地領主の成長とともに名田や名主屋敷が開発され，遺跡内にも中園屋敷，

淀姫屋敷などの名屋敷が形成される。中世後半には大内氏の早良郡代大村興景の知行地や，大

友氏の被官であった小田部氏の里域である小田部城が存在する。有田地区には幅5～10mを測

る空濠が200m四方の範囲に曲輪を形成するように掘開されている。築造時期は出土した大内

氏関連の遺物や中国明代・李朝の陶磁器類から16世紀前半～中頃である。小田部城は台地の南

端部に推定されているが，この曲輪状遺構はその北側にあり，小田部城との関連が注目される。

2．平成2年度調査の概要

平成2年度は公共・民間合わせて計8ヶ所調査を行なっている。調査概要は下表に記したが，

公共事業は下水道の調査が1ヶ所，補助対象事業は第159次調査・第164次調査の2ヶ所のみで，

他は民間受託事業である。地区の内訳は小田部地区が5ヶ所・有田地区が3ヶ所である。

Tab．2　平成1・2年度調査地点一覧表

調査次数 調査番号地点名 調　 査　 地　 地　 番 調査面積 調　 査　 期　 間 遺　　　　　 構 文献

第155次 8 965 （下水道）早良区有田2丁目地内 ～90年3 月31日 ①

〃156〃 8 978 Ⅰ 〃　 有田1丁目12－2 ・13 1Ⅰ㎡ 1990年3 月 8 日～ 3 月31日
古墳時代前期住居址1－2棟，
掘立柱建物2棟，近世土坑1基 本書

〃157〃 8 980 E 〃　 小田部5丁目Ⅰ34二i 12 7I㎡ 1990年3 月 8 日～ 3 月31日 中世末～近世初溝3条，土坑5基 本書

1〃158〃 9 020 －J 〃　 有田1丁目34－3 21 4田で 1990年 7 月 9 日～ 7 月23 日
古墳時代柵列2列，土坑1基
掘立柱建物7棟

〃159〃 －　9027－ H 〃　 小田部3丁目251 18 5I㎡ 〃　 8 月 7 日～ 9 月11日 竪穴住居址3＋2，掘立柱建物3棟

〃160－〃 9029 C 〃　 小田部1丁目157外　 － 50 8m 2 〃　 8 月17日～ 9 月27日 奈良時代～中世，土坑6基，柱穴群

〃161〃 9 033 （下水道） 〃　 有田2丁目地内 ①

〃162〃 90 34 － 0 〃　 小田部1丁目108外 13 2m 2 〃　 9 月10日～ 9 月14 日 中世溝2条，土坑1基

〃163〃 90 36 C 〃　 小田部1丁目123 15 0I㎡ 〃　 9 月17日～10月11日 古墳時代住居址1棟，溝2条
掘立柱建物1棟

〃164〃 90 41 G 〃　 小田部2丁目106 41 6㎡2 〃　 10月11日～11月3 0日
奈良時代溝1条，掘立柱建物2棟
土坑1基

〃165〃 90 47 Ⅰ 〃　 有田1丁 目2－1－11 15 8㎡2 〃 12月7 日～91年 1月11日 中世末期溝2条，井戸2基，土坑5基

①『有田．小田部第14集』1991
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第2章遺跡の立地と調査の成果

Fig．3　有田・小田部台地の旧地形図（1／5．000）数字は調査次数
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第3章　調査の記録

－小田部地区の調査－

Fig．4　小田部地区魯調査区位置図（1／4．OPO）
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第3章調査の記録

1．第119次調査（調査番号8701）

1）調査地区の地形と概要

調査区は早良区南庄3丁目270－1外に所在する。北へ八手状に分岐して広がる有田．小田部

台地の一番北に伸びる台地の西側斜面上に立地する。西側境界地は崖面となっている。現況は

畑地で，標高は遺構面で4・2～5．0mを測り，西側が低くなる。昭和60年度調査区に個人住宅建

設の開発申請が提出された。これを受けて事前調査を実施し，甕棺墓を検出したため，要調査

という事で協議を行ない，その結果，工事着工前に調査を行なう事になった。昭和62年4月17

日～5月19日迄実施し，調査面積は203m2である。

調査区周辺は余り調査が行なわれておらず，第58次．85次・89次など3ヶ所位しかない。成

果としては，弥生時代中期の円形住居址や，古墳時代の古墳址と思われる周溝状遺構が検出さ

れている。今回の調査では，遺構は40～96cmの表土下の橙色ローム土上面で検出した。主な

検出遺構は弥生時代中期中頃の甕棺墓6基，土坑24基，近世以降の埋甕4基，防空壕1基であ

る。遺物は弥生時代から近代迄の各種の遺物がコンテナ13箱出土したが，段落部からの出土が

多く，種類としては近世以降の陶磁器類が多い。

2）遺構と遺物

甕棺墓

全部で6基検出した。他に土坑の頃で取上げるが，甕棺の抜跡の痕跡が残る土坑SKliがあ

り，最低7基はあったと考えられる。

STOl（Fig．6，PL・3）

調査区中央で検出した主軸方位をN－27。－Wに取る接口式の小児甕棺であるが，上半を削

平され残りは悪い。甕と甕の組合せである。長さ0．96m，幅0．54mの楕円形状の墓壙に，やや角

度を持って壙底ぎりぎりに埋置される。接言部には灰褐色粘土を目張りする。

出土遺物（Fig．7，PL．9）1は上甕，鹿部を欠失する。復元口径40．2cmを測る。口縁部は逆

L字状を呈し，頸部と胴部の境には幅1cmの2条の三角突帯を貼付け巡らす。器壁は内外面磨滅

が著しいが，外面にはタテ方向の刷毛目を施す。口緑部周辺はヨコナデ。色調は桃色を呈し，

胎土に1－2mmの石英粒を多く含む。2は下甕で，口径45．0cm，器高58．3cmを測る。かなり扁

平している。口縁部は内傾気味の逆L字形を呈し，頸部と胴部の境に幅1cm程の三角突帯を2

条貼付け巡らす。胴部外面は6本／cm単位のタテ刷毛，内面はナデ。口綾部周辺もナデである。

鹿部はやや上げ底。色調は桃色を呈し，胎土は石英の微粒を多く含む。
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1・第119次調査

Fig．5　第119次調査区遺構配置図（1／200）

STO2（Fig．6，PL・3）

調査区中央で検出した主軸方位をN－44。－Wに取る接口の小児用甕棺である。非常に残り

は悪い。．甕と甕の組み合せで，残存長は0・89mを測る。甕は壙底ぎりぎりにほぼ水平近い角度

で埋置する。接口部には目張り粘土がある。

出土遺物（Fig．7，PL．9）3は上甕。復元口径44．0cmを測る。口緑部は水平な逆L字形状を

呈し，頸部と胴部の境に一条の三角突帯を巡らす。器壁は荒れ調整不明。口緑部内面には指お

さえ痕がかすかに残る。4は下甕0復元口径43．4cmを測る。口縁部は逆L字形を呈し，口はや

やすぼまる。器壁は内外面荒れが著しく，調整は不明。内面には指おさえ痕が部分的に残る。

口縁部はナデ。色調は3が淡褐黄色，4が暗樺色を呈し，胎土は3・4いずれも石英の微粒を

多く含む。

STO3（Fig．6，PL．3）

調査区北側で検出した主軸方位をN－55°30′1Wに取る。本来は接口であったろう小児甕棺

である。削平がひどく，下甕の胴部の鹿部しか残っていない。下甕は甕形土器を用いる。上甕
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は本体はなかったが，口緑部などの痕跡が残っていた。甕棺は水平より少し角度を持って，壙

底ぎりぎりに埋置されている。

出土遺物（Fig・8，PL．9）5は下甕と考えられる。復元口径40・4cm，器高54・6cmを測る。口

緑部は少し内傾する逆L字形を呈し，口緑部直下に幅1・2cm程の三角突帯が巡る。胴部外面は磨

滅が著しいが，ナナメ刷毛が残る。口緑部周辺はヨコナデ。色調は灰褐色。胎土は石英や雲母

粒を含む。

STO4（Fig・6，PL・4）

調査区北側で検出した主軸をN－79。30′－Wに取る接口の成人用甕棺で，上甕が鉢形土器，下

甕が甕形土器の組合せである。上半部は削平されている。墓壙掘方は楕円形状を呈し，規模は

長さ2・16m，幅1・05m以上を測り，その内側に甕棺を埋納するための長さ1．70m，幅1．05mの墓

域を北壁を少し掘り込んで掘っている。甕棺全長は1．52mを測り，壙底ぎりぎりに水平に近い

角度で埋置する。接口部の目貼り粘土は認められない。

出土遺物（Fig．8，PL．9）6は上甕で鉢形土器である。口径は72・0cm，器高44．4cmを測る。

口緑部は鋤先状を呈し，口唇部は浅い凹線が巡る。口緑直下には幅2cm，高さ1cmのM形突帯

が1条巡る。器壁は荒れ調整不明。内面はナデで指おさえ痕が残る。7は下甕で甕形土器。口

径69．6cm，器高109．2cm，最大胴径74．5cmを測る。最大胴径は胴部上半にあり，甕自体はかなり

ひしゃげている。胴部下半に2条の三角突帯が巡り，鹿部は心なしか上げ底。胴部外面は荒れ

調整不明だが，内面上半は指おさえ痕が残る。口緑部はヨコナデ。色調は淡灰黄色を呈し，胎

土に石英微粒を多く含む。

STO5（Fig．6，PL．4）

調査区中央で検出した主軸方位をN－15。－Wに取る接言式の成人用甕棺である。上・下甕と

も甕形土器を用いる。墓壙掘方は長さ1．57m，幅1・64mの不整方形の土壌で，その中央北側に

Tab．3　甕棺墓一覧表

－遺構

番号

甕 棺 形 態 塞　 壙 （cm）
方　 位 理置角度 甲期 － 備 一　考 切 り合い

器　 形 規 一一模 形．状

S T 01 接　 言 甕＋－甕 96 ×54 楕円形 N －27。－W 19。－ 中 ．後 小児棺

02 接　 口 甕十甕 N －44。lW 20。 中 一後 小児棺

03 接　 口 甕＋甕 N －55。30′－W 中 一後 小児棺

04 接　 言 鉢＋甕 216 ×105 楕円形 N －79。30′－W 1 ° 亘 ・後 成人棺
北側埴界地

にかかる

05－ 接　 口 甕i 甕 192×92 不整方形 N 一一15°－W 8 ° 中 ・中 成人棺 －

06 覆－．言 甕十重 80 ×48 不整楕円形 N －40°－W 4 。 中 ・彿 小児棺
撹乱 とS K 18

に切 られる
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Fig．6　STO1－06（1／30）
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0　　　　　　　　　　　30cm
」　　　－⊥一一一一一一一一一一一⊥一一一一一」

Fig．7　STOl・02（1／10）

長さ1．92m，幅0・92mの甕棺本体を埋納する墓壙を北壁を一部掘り込んで作っている。甕棺は全

長1．77mを測り，壙底ぎりぎりにやや角度を持って埋置している。接口部には目貼粘土があっ

た。

出土遺物（Fig．9，PL・9）10は上甕で口径61．0cm，器高85・4cmを測る。口緑部は外傾気味の

鋤先状言緑で，胴部中央には2条の三角突帯が付く。胴部は余り張らず，胴部最大径は61・2cm

で，上半にある。外面は荒れ調整は不明。内面は指おさえ後ナデ。外面には黒斑がある。11は

下甕で，口径69・5cm，器高94・0cmを測る。言緑部は鋤先状を呈すが外傾する。口縁直下に2条，

胴部中央に2条の三角突帯が付く。胴部最大径は上半にあり，径は67・5cmを測る。内外面ナデ

仕上。色調は10が淡黄橙色，11が橙色を呈し，胎土は10が石英粒，11が石英・金雲母の微粒を

多く含む。
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50cm

土Ⅰ口。　：　；　：　」

Fig・8　STO3・04・06（1／10）
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第3章調査の記録

STO6（Fig．6，PL・3）

北西境界地で検出した主軸方位を

N－40°－Wに取る覆口の小児甕棺。

上・下共甕形土器を用いるが，上甕は

言綾部を打欠いている。墓堀は他遺構

に切られ不明だが，長さ0．8m，幅0・48

mを測り，その南側に少し角度を持っ

て甕を埋置している。甕の全長は0．54

mを測る。

出土遺物（Fig．8，PL．9）8は上甕

で，口縁部を欠失する。底径は8・0cmを
．と

測り，上底である。胴部の開きは大き

い。胴部外面はタテ刷毛，内面は指お

さえである。9は下甕で，口径26．0cm，

器高は36・3cmを測る。口緑部は逆L字

形を呈すが，やや内傾する。最大胴径

は25・8cmを測り，胴部やや上方にある。

口縁直下に簡略化した三角突帯が巡

る。器壁は荒れるが，下半にはタテ刷

毛が残り，内面は指おさえのちナデ仕

上。色調は8，9とも橙色，胎土はい

ずれも石英粒を外く含む。

土坑

全部で24基検出した。他に近代以降

の土坑もあるが割愛する。

SKOl（Fig．10，PL・5）

平面形状が楕円形を呈す土壌で，規

模は長さ0・98m，幅0．70m，深さ14cmを

測る。断面は浅い皿状を呈す。埋土は

褐色土に明褐色ロームブロックを含ん

でいる。

出土遺物　弥生土器や近世の陶器椀

などが少量出土した。
Fig・9　STO5（1／10）
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云
L＝5・10m

⊂

L＝5．0m

葺lm
SK

∈
く：）

や
＿」

ⅷ
SKO3

1

2

3

4

5

6

7

8

SKO4

SKO4土層名称

－

且

筥
ヨ

2・灰褐色土（下に灰層を混える）
3・2に明褐色ロームブロックを混入
4．1より暗い灰黄褐色細砂質土
5．暗褐色土（粘性が強い）
6・5に4を少量混入
7．灰褐色粘土
8・極赤褐色粘質土

9．白色灰又は紙（漆喰？）軟質で粘性があゝ
10．赤黒色粘質土
11．8よりやや暗い

uOI．9＝1

一三二，一甕

SKO6　　sK－06土層名称

L。4・80m！・三雲上‡想禦禦慧

褐色土（砂混り、下層に黄褐色ローム混入）
暗灰褐色粘質土
灰色粘質土に明褐色ローム小ブロック混入
暗灰褐色土
3よりやや暗い
灰褐色粘質土
2と4の混合
暗褐色土（粘性が強く、軟質）

2m
し1－－－－1－－－－－－－．一寸一一一＿一一－。＝∃

Fig．10　SKOl～06（1／40）
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Tab．4　土坑一覧表

華 甲

番　 号

形　　 態 規　　 模 （計測値）
切 り合い関係 時　 期 備　 1考

平　 面 断　 面 長さ（cm ） 幅 （cm ）－深 さ（cm ）

SK 01 楕 円形 皿　　 状 98 70 14 近　 世

〃02 胞丸長 方形 逆 台 形 117 54 48 主軸 N －75°30′－W

〃03 円形 2 段掘 り 123 116 18～30 近　 代

〃04 長 方形 箱　　 形 120 102 61 近　 世 主軸 N －3 。30′－W

〃05 おむす び形 逆 台 形 88 85 28 撹乱 を受ける

〃06 隅丸 方形 112 110 50 近　 世

〃07 不整 円形 逆 台 形 110 102 62 〃

カ08 楕 円形 〃 89 77 18 〃

〝09 隅丸 方形 〃 98 81 g3

〃10 長 方形 〃 114 88 16 近　 世 主軸 N －15°－W

〃11 楕 円形 129 76 56 弥 一生 主軸 N －45°30′－W
甕棺の抜跡

〃12 隅丸長 方形 逆 台 形 190 92 35へノ42 弥生ん 古墳 主軸 N －72°－E

〃13 不整 円形 ．102 92 16

〃14 埋甕

〃15 〃

〃16 隅丸長 方形 逆 台 形 108 78 53 近一　世 主軸 N －83。－W

〃17 不整 円形 〃 85 84 75 〃

〃18 S T 06を切 る 埋甕

〃19 S K 28を切 る 埋甕

〃20 だる ま形 皿　　 状 66 52－ 14 S K 23を切 る

〃21 円形　 － 逆円錐形． 50 50 26

〃22 略 円形 － 皿　　 状 72 70 15

〃23 隅丸長 方形 箱　　 状 1．14 70 27 SK 20に切 られる

〃24 略長 方形 逆 台 形 110 53 － 20 弥生 主軸 N －47。－E

〃25 防空壕 と切 り合う 埋甕

〃26 羽子板 状 逆 台 形 58 18～36 16 主軸 N －60°－W

〃27 隅丸 方形 〃 62 32 36 主軸 N 一年2°3P′－W

〃28 隅丸長 方形 浅高 〃 68 34 15 SK 19に切 られる 主軸 N －29°30－′－W

仇29 不整楕 円形 船 底－形 83 ′ 57 28 主軸 N －84。－W

SKO2（Fig．10，PL・5）

平面形状が隅丸長方形を呈する土坑で，主軸方位をN－75。30′－Wに取る。規模は長さ1．17

m，幅0．54m，深さ48cmを測り，断面は逆台形を呈す。西側には狭いテラスがあり底面には小ピ

ットが2ヶ所あった。埋土は黒褐色土で，弥生～古墳時代の古い時期と考えられる。出土遺物

はなかった。
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Fig．11SKO4・07・10・17出土遺物（1／2・1／3・1／4）
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第3章調査の記録

SKO3（Fig．10，PL．5）

平面形状が円形を呈す土坑で，主軸方位をN－13。－Wに取る。規模は長径1．23m，短径1・16

mを測る。深さは西側が18cm，東側が30cmと深くなり，西半分がテラス状となる。中央はピッ

ト状に落込む。埋土は明褐色ロームブロックとやや灰褐色土の混入。埋土としては新しい。

出土遺物　染付磁器や近世の瓦，コークス，石灰らしきものが少量出土しており，時期は近

代である。

SKO4（Fig．10，PL．5）

平面形状は長方形を呈し，主軸方位をN－3。30′－Wに取る土坑。周壁は直立及びオーバハン

グし，規模は上面で長さ1．20m，幅1・02m，深さ61cm，底面で長さ1・26m，幅0．93mを測る。底

面はほぼ平坦である。埋土は大きく上・下両層に分かれる。上層は1－5層で褐色土又は暗灰

褐色土，下層は暗灰褐色粘質土主体である。

出土遺物（Fig．11，PL・10）近世の染付・白磁・陶器の瓶や措鉢，土師質土器・土師器・瓦

器・寛永通貨1枚，焼土ブロックなどが少量ずつ出土している。外にガラス小玉1点，窯道具，

コークス1点などがある。

12は窯道具の焼台で底径14・0cmを測る。素焼きで焼成は良い。体部にはかき臼状の沈線が入

る。上端は4ヶ所半円形状のへラによる切込みがあり，その先端はこげ，欠失している。25は

ガラスの丸玉で直径13mm，厚さ9mm，孔径3mmを測る。色調はコバルトブルーである。流れ込

みか。

SKO5（Fig．10）

平面形状はおむすび形を呈す土坑。規模は長さ0・88m，幅0・85m，深さ28cmを測る。断面は逆

台形で，底面は南西側が深くなる。埋土は暗褐色土に灰色粘土ブロックを混える。

出土遺物　弥生土器が4点出土した。

SKO6（Fig．10，PL・6）

平面形状が隅丸方形を呈す土坑。規模は長さ1．12m，幅1．10m，最大深50cmを測り，西側が一

段深くなる。埋土は上層が灰黄褐色ロームブロックを主体とするが，その下は上から黄白色粘

土，暗赤褐色粘質土，白色灰又は紙？層，赤黒色粘質土，白色灰又は紙？層，赤黒色粘質土が

重層している。それをとりのぞくと，西側が地山の汚れを掘ったのかもしれないが，不規則に

深くなる。

出土遺物（Fig・11，PL．10）土師器・土師質土器・染付・青磁・陶器，石灰湿り土，鉄浮1

点など。近世以降の遺物を含む。

22は不明鉄製品で，現存長12．6cm，直径0．7～0．8cmを測る。一見煙管に似る。鉄製の断面方
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刊
SKO9土層名称

1・やや暗い灰褐色粘質土に
灰色粘土ブロック混入

L＝4．60m

田
下

』Ⅰ1－－－－－一　　　言　　　　　21m

Fig．12　SKO7～12（1／40）
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形で中点の棒状のものに断面円形の銅製のキャップがつく。鉄身の部分はやや反っている。鉄

と一緒にもみ殻がついている。

SKO7（Fig・12）

平面形状が不整円形を呈す土坑。規模は長さ1・10m，幅1．02m，深さ62cmを測る。断面は逆台

形で，底面は隅丸長方形を呈す。埋土は上下両層に分かれ，上層は柔らかい暗灰褐色土を主体

とし，下層には焼土・炭化物が混ざる。下層は暗灰褐色土又は黒褐色土で明褐色ロームブロッ

ク・焼土・炭化物を含む。

出土遺物（Fig・11，PL．10）近世の染付・青磁・白磁・陶器・土師質土器・砥石・煙管など

が少量出土した。

13は染付碗で，復元口径8・0cm，器高5．4cmを測る。外面には呉須で文様が描かれる。高台畳

付は釉のかき取り。14は陶器の無頸壷か。1／4片で，復元口径13．2cmを測る。内外面飴釉がかか

る。胎土には石英粒を若干含む。23は銅製の煙管雁首。現存長4・2cm，最大径1．2cmを測る。木

質は腐っている。24は砥石片。現存長3．1cm，最大幅3．0cm，最大厚2．5cmを測る。色調は淡灰黄

色で，石質はアプライトか。

SKO8（Fig．12，PL．6）

平面形状が楕円形を呈す土坑で，規模は長さ0・89m，幅0・77m，深さ18cmを測る。断面は逆台

形状を呈す。埋土は2層に分かれ上層は暗灰黄褐色土で灰黄色粘土ブロック混入し，下層は粘

性の強い灰褐色土である。

出土遺物　土師器や近世の陶器．コークスが1～5点ずつ出土した。

SKO9（Fig．12）

平面形状が隅丸長方形を呈し，主軸方位をN－79。30′－Eに取る土坑。規模は長さ0．98m，幅

0．81m，深さ23cmを測る。断面は逆台形を呈し，埋土はやや暗い灰褐色粘質土に灰色粘土の混入

土である。

出土遺物　瓦器の細片が2点出土した。

SKlO（Fig・12，PL．6）

平面形状が長方形を呈し，主軸をN－15。－Wに取る土坑。規模は長さ1．14m，幅0．88m，深

さ16cmを測る。断面は浅い逆台形で，底面はほぼ平坦。埋土は褐色粘質土で，砂粒・マンガン

を含み，下層は砂粒を含む灰褐色粘質土である。北西側床面に密着するように近世の陶磁器が

出土した。

出土遺物（Fig．11，PL．10）近世の染付皿，青磁椀，香炉，陶器の椀．瓶・盤・片言・家畜

の剣歯と臼歯がそれぞれ2本などが出土している。

15・16は陶器の椀。15は1／2片で，復元口径11・0cm，器高5．2cmを測る。1条の小さい突帯が

巡る。内外面濃緑褐色釉がかかり，見込みは蛇臼状に釉を掻き取る。16は言緑部を欠失するが，
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L＝4．60m
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SK24

L＝5・10m

ミ＝Ⅰ

SK13

SK16土層名称
1・褐色粘質土に黄橙色ローム
ブロック多量混
2．灰オリーブ色粘質土に黄橙
色ロームブロック少量混入
3・灰オリーブ色土
4．オリーブ黒色土
5・灰オリーブ色土（3より暗
い）
6．灰オリーブ色土（やや軟質
で，黄橙色ロームブロック
をやや少量含む）

SK16　　　　　　L＝4．80m

L＝5．0m

／／
し　　　　－／／

．

L＝5．0m

ミ＝二二Z

1≡蔓≡髪
SK20土層名称
1．極暗褐色粘質土

2．灰オリーブ色土に明赤褐色
ロームブロック少量混入
3・暗灰褐色土で明赤褐色ロー
ムブロック少量混入

SK21土層名称

1・灰オリーブ色土に暗赤褐色ローム粒少量混入
2・オリーブ黒色土に明赤褐色ローム粒少量混入

一二三∴二l一一一二
L＝5．Om L＝5・Om

言ⅴ‖一　⊂差．雲⊇

L＝5．0m

Fig・13　SK13・16・17．20－24・26～29（1／40）

ミ＝Z

0　　　　　　　　　1m
L－111－　こ　　　　　　！

高台径4．4cmを測る。高台畳付以外黄祖色の淡い飴釉がかかる。見込には三足のハマの痕跡が残

る°焼成は若干あまい。17は青磁香炉1／3片で，復元体部径10．0cmを測る。外面には淡緑灰色釉

がかかる。18は瓢形の瓶である。口径は3．8cmを測る。やや濃い黄緑色釉が内外面にかかり，口
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第3章調査の記録

縁から肩部にかけては青白色の釉が筋状にかかる。19は陶器の片口で，復元口径は21．4cmを測

る。口縁部は玉線状を呈し，内外面淡オリーブ釉がかかる。20は陶器の盤であろう。口径14・4

cm，器高8．2cmを測る。口緑部は内すぼみ，短く直立する。体部中央には4ヶ所ねじり状の装飾

を兼ねた把手がつく。体外面は淡緑灰色釉がかかり，言縁部は鉄梁をぬる。

SKll（Fig・12，PL．6）

平面形状が楕円形を呈し，主軸方位をN－43。30′－Wに取る土坑。規模は長さ1・29m，幅0．76

m，深さ56cmを測る。底面には甕棺の抜跡痕がかろうじて残り，′本来は甕棺墓であった。規模か

ら考えて，合口の成人棺であろう。

出土遺物　中世の土師質土器や近世の染付・陶器の小片が出土した。

SK12（Fig・12，PL．7）

平面形状が隅丸長方形を呈し，主軸方位をN－72。－Eに取る土坑。両側はピットで切られる。

規模は長さ1．90m，幅0・92m，深さ35～42cmを測る。東側にテラスを持ち，西側は9cm程低くな

る。断面は逆台形を呈し，埋土は黒色土である。

出土遺物　弥生土器，土師器の細片が15点出土した。

SK13（Fig．13）

平面形状が不整円形を呈す土坑で，規模は長さ1．02m，幅0．92m，深さ16cmを測る。底面は西

側に深くなる。埋土は暗褐色土に灰色粘土ブロックを含む。出土遺物はなかった。

SK16（Fig．13）

平面形状が隅丸長方形を呈し，主軸方位をN－83。－Eに取る土坑。規模は長さ1．08m，幅0．78

m，深さ53cmを測る。断面は逆台形を呈す。底面は中央がやや深くなる。埋土は灰オリーブ粘質

土に黄褐色ローム土，オリーブ黒色土，灰オリーブ土，暗オリーブ土などが，上からレンズ状

に堆積する。

出土遺物　古墳時代から近世にかけての各種遺物傾恵器．土師器・陶器．瓦など）を少し

ずつ含む。

SK17（Fig・13）

北東境界地で検出した撹乱に一部を切られる土坑。平面形状が不整円形を呈し，規模は長径

0．85m，短径0．84m，深さ75cmを測る。断面は逆台形を呈す。埋土は暗灰褐色土である。

出土遺物（Fig．11，PL・10）近世の染付．白磁・青白磁の椀・皿など，陶器の瓶・壷・甕・

瓦質土器．瓦．陶器などが出土している。陶器は高取系と思われる。

21は陶器の甕の破片で，北側より出土。復元口径24．6cm，器高27・2cmを測る。体部外面中央

に2条の浅い凹線が巡り，暗褐色の釉がかかり，口緑から体部上半は更に藁灰釉がかかる。内

面は露胎。上野高取系か。

SK20（Fig．13，PL．7）
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1．第119次調査

SK23を切る土坑で，平面形状はだるま形を呈す。規模は長さ0．66m，最大幅0・52m，深さ14

cmを測る。埋土は上層が灰オリーブ土に明赤褐色ロームブロック少量混入し，下層が暗灰黄色

土に明赤褐色ロームブロックを少量混入する。出土遺物はなかった。

SK21（Fig・13）

平面形状が円形を呈す中土坑。直径0．5mを測る。断面は逆円錐形である。埋土は暗褐色土で

ある。出土遺物はなかった。

SK22（Fig・13，）

平面形状が略円形を呈す土坑。西側はピットで切られる。規模は直径0．72×0・70m，深さ15cm

を測る。断面は浅い皿状である。埋土はややくらい灰黄褐色砂質土に赤褐色地山ロームブロッ

クの混合土。出土遺物はなかった。

SK23（Fig・13，PL．7）

平面形状は隅丸長方形を呈し，主軸方位をN－34。－Eに取る土坑。SK20に北側は切られる。

断面は箱状であるが，西側は一段テラスがある。埋土は黒味を帯びた明黄褐色ロームブロック

である。出土遺物はなかった。

SK24（Fig・13，PL・7）

平面形状は略長方形を呈し，主軸方位をN－47。－Eに取る土坑。西側をピットに切られるが，

規模は長さ推定1．10m，幅0．53m，深さ20cmを測る。断面は逆台形で，壁の立上りは西側がやや

緩やかである。埋土は汚れた赤褐色ロームブロックである。

出土遺物　弥生土器の甕の細片3点が出土した。

SK26（Fig．13，PL．7）

平面形状が羽子板状を呈す。主軸方位をN－60。－Wに取る中土坑。規模は長さ0・58m，幅は

18～36cm，深さ16cmを測り，西側小口が幅広い。断面は逆台形である。埋土は暗褐色土。出土

遺物はなかった。ST01・03などと主軸方位を同じくし，土壌墓の可能性がある。

一隊－蔭15一献
L＝5・10m L＝5・Om

≦⊆妻≡≡　　三塗≦甕

Fig．14　SK14・15・18・19（1／40）
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1．第119次調査

SK27（Fig．13，PL・8）

平面形状が隅丸方形を呈し，主軸方位をN－42。30′－Wに取る土坑。規模は長さ0．62m，幅

0．32m，深さ36cmを測る。断面は逆台形で，南西隅に小さなテラスがある。底面はほぼ平坦。埋

土は暗灰褐色土。出土遺物はなかった。

SK28（Fig・13，PL・8）

平面形状が隅丸長方形を呈し，主軸方位をN－29。30′－Wに取る土坑。規模は長さ0．68m，幅

0．34m，深さ15cmを測る。断面は浅い逆台形で，底面はほぼ水平。埋土は暗褐色土である。出土

遺物はなかった。

SK29（Fig・13，PL・8）

平面形状が不整楕円形を呈し，主軸方位をN－84。－Wに取る土坑。長さ0．83m，幅0．57m，

深さ28cmを測る。断面は船底形で，中央が深くなる。埋土は暗褐色土である。出土遺物はなか

った。

その他の遺構及び出土遺物

埋甕遺構（Fig・15，PL．10）5基検出した。いずれも近世以降のもの。

26はSK14の素焼の甕。口径43．5cm，器高56．2cm，底径22・5cmを測る。口緑部は粘土紐を接合

した後，更に粘土をまいて補強し，逆L字形状に接合している。内外面にヨコナデであるが，

体部外面上半は凹線が連続して巡る。ろくろ回転は右回転である。口緑部に欠き取があり，畑

の肥料甕として用いられたのかもしれない。色調はにぷい桃色で，胎土・焼成共良好。

27はSK15の陶器甕で，鹿部片。底径23．7cmを測る。全体にかなり歪む。内外面褐色釉がかか

り，胎土は石英微粒を若干含む。内面にはカルキ質のようなものが付着する。

28はSK18の陶器甕鹿部片。底径24．6cmを測る。内外面叩きを加えた後，ヨコナデで，暗褐色

の釉がかかる。内鹿部には漆喰状の固形物が付着する。胎土は少し砂粒を含む。

29はSK19の陶器甕鹿部片で，底径は26．8cmを測る。体部内面は格子目，外面は平行叩きを加

1
．

∠＞　32

0　　　　5cm
L－－－－－－－」

Fig116　ピット・遺構面出土遺物（1／4・2／3）
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第3章調査の記録

えた後ナデ，その後暗赤褐色釉を施す。釉は縞状に流れる。鹿部は指おさえ痕が残り，かなり

凸状に歪む。色調は内外共暗赤褐色，胎土は精良で，縞状を呈す。

他に防空壕上のSK25も甕であるが，今回は図示していない。

防空壕

調査区中央で検出した。平面形状がZ形を呈する細長い土坑で，全長6．8m，幅0・5～1．44m，

最大で深さ1．46mを測る。北西・南東両端に階段を作り出した出入口がある。埋土より近代の

遺物や家畜の骨が若干出土している。

ピット出土遺物（Fig．16，PL・10）30はSP2，31はSP9出土。30は染付の湯呑椀1／2片。

復元口径7・0cm，器高5・8cmを測る。内外面淡藍色の呉須で文様が描かれる。31は青磁椀1／2片。

復元口径10．6cmを測る。オリーブ色釉の上に一部青緑色の釉（コバルト釉か）がかかる。

表土・遺構面出土遺物（Fig．16，PL・10）32は白磁の中国宮人の人形で，下半身を欠失する。

型作りであるが，かなり粗略な作りである。現存長4．8cmを測る。

33は黒輝石の石鉄で，最大長2・8cm，最大幅1・5cm，最大厚0．4cm，重さ1．0gを測る。五角形状

を呈すが，基部は浅く吹りが入る。先端は欠失する。

3）　小　結

当地点で検出された遺構は弥生時代から近代迄の時代に亘る。これをまとめるとⅠ期弥生時

代，II期近世の江戸時代，III期近代の3時期に整理出来る。

I期の遺構は甕棺墓STO1－06と抜き跡のSKllである。早良平野の藤崎遺跡で行なわれた甕
註1

棺墓の編年に合わせればSTOlがVII～ⅤIII期，ST02がVII～VIII期，ST03がVlII期，ST04がVIIl期，

ST05がⅤ期，ST06がⅤIII期に当てる事が出来る。時期的には弥生時代中期中葉から中期後半頃迄

の範囲である。古い時期のST04は主軸をN－15。－Wと北に近い方位を取るが，中期後半の段階

になると西の方へ振る傾向がある。SKllは抜き跡であるが，主軸の方向からして中期後半代の

時期と予想出来る。またSK24・26～28は長方形の中土坑であるが主軸方向はST02・03などと

近い関係にあり，時期を決めうる遺物はないものの同時期の可能性がある。

II期はSKO6・10・12などで，江戸時代である。SKO4・10など方形のきちっとした形態であ

るので，墳墓を考えた。しかし，明確な副葬品（六道銭）や墓石がなく，別の性格の遺構と考え

るが，SK10から動物の歯が出土しており，家書を葬った土坑かもしれない。

III期は埋甕SK14・15・18・19，防空壕などである。埋甕の一部にはカルシウムなど付着した

ものもあり，畑地に伴う肥料甕の可能性が強い。

今回の調査での最大の成果は新たに弥生期の甕棺墓群を発見した事である。当地点は墓域の

南西境界地であり，墓域の中心は北側から東側に拡がると思われる。　　　　　　　（山崎）

註1　福岡市教育委員会「藤崎遺跡」福岡市埋蔵文化財調査報告書第62集1981
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2．第121次調査

2．第121次調査（調査番号8706）

1）調査地区の地形と概要

調査区は早良区小田部5丁目154－2に

所在する。北へ八手状に分岐して広がる

有田・小田部台地の一番西側台地の北側，

一番広い平坦面を持つ部分の中央に立地

し，標高は6．5m前後を測る。現況は宅地

である。昭和62年度，調査区に個人住宅

が建て替えられる事になり，申請が出さ

れた。これを受けて埋蔵文化材課は，周

辺はすべて調査が行なわれており，遺跡

の存在は明確であるとして，調査は必要

という事で申請者と協議を行ない，工事

着工前に緊急的に調査を実施した。調査

は昭和62年5月20日から6月13日迄行な
Fig．17　第121．157次調査位置図（1／2．500）

い，調査面積は165㎡である。

調査区周辺は比較的調査が行なわれており，特に北側隣接地は西から第46・36・86・64・35

次調査区があり，弥生時代前期末から後期初頭頃の甕棺墓群，奈良時代の大型建物群，中世末

頃の居館址が検出されている。今回の調査では表土下50cmの鳥栖ローム上面で遺構を検出した。

検出遺構は弥生時代前期の貯蔵穴2基，弥生時代後期初頭頃の甕棺墓1基，掘立柱建物1棟，

柵1列，土坑7基，溝状遺構2条などである。区画整理時の削平や旧建物建設時の基礎掘，車

庫・出入口建設などによる削平，撹乱などによって，遺構の残りは悪い。遺物はコンテナ7箱

出土した。弥生時代前期の土器や，後期の甕棺2個，中世末頃の土器類が出土している。

2）遺構と遺物

掘立柱建物

SBOl（Fig．19，PL．12）

調査区南側で検出した主軸方位をN－12°30，－Wに取る1＋α×2間の南北棟。西側はSD02

に切られ不明。撹乱削平により残りは悪い。梁間全長1・65m＋α，桁行全長5・55mを測る。柱穴

掘方平面形は円形で，直径は30～40cm，深さは25cm前後を測る。柱径は痕跡から15cm前後を測

る。埋土は暗褐色粘質土を主体とする。
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？　　　一一一一

第121次調査区

Fig．18　第121次調査区遺構配置図（1／200）
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L＝6．50m SBOl

Fig．19　SBOl・SAOl（1／100）

至16

0　　　　　　　　　　　　　3m
）　　　　　　　　　　　　　　　　　－

出土遺物（Fig．29・PL16）時期

不明の土師器の細片が2点出土し

た。

21は叩石で一部を欠失する。形

状は円筒形を呈し，現存長9．6cm，

最大高5．2cm，重量374gを測る。上

下両端は丸く，使用痕が残る。各

側面は磨っているが，敲打調整痕

が残る。石質は蛇紋岩質と思われ

る。

柵

SAOl（Fig．19，PL．12）

第36・86次調査区から続く3本

柱の柵で，有田・小田部第9集の

報告によれば，調査区東側の第

64・35次調査区に繋ながる方形に

囲擁する柵で，その規模は長辺

51．1～52・8m，短辺44・3～49・2m

と推定されている。当調査区では

削平により残りが悪く，1間分を

確認しただけである。柱穴は円形

で，直径は50cm前後，深さは5～35

cmを測り，東側柱列の残りは悪い。

一十一′′．
0　　　　　　　　　　　　1m
L一一11．1　こ　　　　　－一一一一一一一一一一一一」

Fig．20　STOl（1／30）
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柱径は痕跡から12cm前後と推定出来る。埋土

は暗褐色粘質土を主体とする。

出土遺物　土師器の細片が1点と黒曜石の

剥片が1点出土した。

甕棺墓

STOl（Fig・20，PL．12）

調査区中央で検出した。主軸方位をN－32。

－Wに取る。上面の平面規模が1・76×1．24m

を測る楕円形の墓堀で，南側に深さ90cm，奥

行32cm迄斜に掘り込み，埋置角度37。30′で甕

本体を入れている。北側には最大幅35cmの三

ケ月状のテラスがある。甕棺本体は覆口式で，

上甕口緑部を欠きとった状態で，下甕にかぶ

せている。上甕は上半を削平で失なうが，上

下合せて全長1・50m程と推定出来る。接合部

には黒青灰色粘土がつまっていた。人骨は残

っていなかった。

出土遺物（Fig・21，PL・16）1は上甕で口

径50．6cm，器高78cm以上，最大胴径は64・9cm

を測る。胴部最大径は胴部中央にある。言緑

部はくの字状に外反し，端部は少し肥厚する。

頸部に1条，胴部中央に2条の貼付の三角突

帯を巡らす。胴部外面はタテの刷毛目を施す

が，磨滅がひどく残りは悪い。内面は指おさ

えのちナデ。色調は淡灰色を呈し，胎土は石

英粒を若干含む。2は下甕で口径45．0cm，底

径10．4cm，器高87cm，最大胴径66・5cmを測る。

胴部最大径はほぼ胴部中央にある。頸部のし

まりは強く，口緑部はくの字状に外反し少し

肥厚する°　頸部に1条，胴部に2条の貼付け

の三角突帯が巡る。胴部外面は9～10本／cmの

ナナメ刷毛，胴部突帯周辺はヨコ刷毛。口緑

部から内面はナデである。器表はやや荒れる。

－30－
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Fig．21STOl出土遺物（1／10）
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胴部外面には黒斑がある。色調は橙色を呈し，2～4mmの大粒の石英粒を含む。

土坑

全部で9基検出した。内3基は貯蔵穴と思われる。

SKOl（Fig．22，PL．13）

北側で検出した主軸方位をN－86。30′－Wに取る土坑。平面形状は隅丸長方形で，規模は長さ

1・10m，幅0．65m，深さ15cmを測る。断面は逆台形を呈す。埋土は暗褐色粘質土を主体とする。

出土遺物はなかった。

SKO2（Fig・22，PL．13）

平面形状が隅丸長方形を呈す土坑。主軸方位をN－36。－Eに取る。規模は長さ1・32m，幅0．78

m，深さ5cmを測る。残りは非常に悪い。底面はほぼ水平で，北側に直径20cm，深さ4cmのピッ

トがあった。埋土は黒褐色粘質土である。出土遺物はなかった。

SKO3（Fig．22，PL・13）

SK05を切る土坑で，主軸方位をN－44°30′－Eに取る。平面形状は長方形であるが，南側は

丸くなる。規模は1．60m，幅0・62m，深さ12cmを測るが，底面は北側に向って少し低くなる。断

面は浅い逆台形を呈す。埋土は上面が明褐色ロームと褐色粘質土ブロック，下層は明灰褐色粘

質土ブロックを主体とする。土墳墓であろうか。出土遺物はなかった。

SKO4（Fig・22）

調査区西北隅境界地で検出した。一部しか調査していないので全容は不明。平面形状は円形

を呈すと思われる。規模は確認長1．78m，深さ34cmを測る。断面は逆台形を呈す。埋土は暗褐色

粘質土に褐色ロームブロックを混入する。

Tab．5　土坑一覧表

遺構

番号

形 －　 態 規　　 模 （計測値）
主 軸 方 向 時　 期 備　　 考

平　 面 断　 面 長 さ（cm ）－ 　幅 （cm ） 深 さ（cm ）

S K 0 1 隅 丸長方形 逆－　台　 形 －110 6 5 15 N －86°30′－W

〃02 〃 皿 －　　 状 132 7 8 5 N －36°－E

〃03 長 方形 逆　 台　 形 160 6 2 1 2 ． N ー44。30′－E 土墳墓 か

〃04
円形－？

〃 （178） （34） 弥生 ？

〃05 隅丸長 方形 箱　　　 形 96 6 0 2 6 N －36°30′－W SK 0 3を切 る

〃06 不 整 円形 ？ 浅－いU 字形 （155） （25） 弥生 S K 0 9を切 る

〃07 楕 円形 1箱　　　 形 181 14 8 4 8 弥生

〃08 不整 円形 ララスコ状 上 （124）

－下 －（159）
64 ノ／ 前期 貯蔵穴

〃09 〃 〃
上 （104）

下 （140．）．
92 ／／　　 〃 ／／
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一二二

L＝6・60m

48印

紺
SKOl

SKO1土層名称

1．暗褐色粘質土（粒子が細かい）
2．1に明褐色ロームブロック混入

ⅲ09．9＝1

子

66□∠7－口唇観．E

Y等長年cc41．Z

T墓職辱観崩・T
蠍き番手90）lS

∈

宗
00

日

－」

SKO5

』［コ，－∴　　　2　　　　　　2－m

L＝6・60m

「一■■一

SKO2

SKO4

L＝6・70m

SKO4土層名称

1．褐色ロームブロックと暗褐色粘質土の混合
2・7よりやや明るい

3．褐色ロームブロックに黒色粘質土ブロック
少量混入

L＝6・30m

Fig．22　SKOl～05・07（1／40）

－32－

SKO7土層名称

1・明褐色ロームとやや暗
い灰褐色粘質土の混合

2．暗褐色ロームブロック
の混合

3．灰黄褐色粘質土ににぷ

い黄褐色ロームを混入



2．第121次調査

出土遺物　弥生土器の甕胴部片が4点，黒曜石の剥片が1点出土した。

SKO5（Fig・22）

SK03とピットに切られる土坑。主軸方位をN－36。30′－Wに取る。平面形状は隅丸長方形を

呈し，規模は長さ0．96m，幅0．6m，深さ26cmを測る。底面やや中央北寄りには直径30cm，深さ

10cmを測る円形のピット状落込みがあった。埋土は暗褐色粘質土を主体とし，ピット状落込み

の埋土は褐色ロームブロックであった。出土遺物はなかった。

SKO6（Fig．23，PL．14）

調査区東壁にかかる土坑で，貯蔵穴SK08を切る。確認規模は長さ1．55m，深さ25cmを測る。

底面は浅い鉢状に窪む。埋土は暗褐色粘質土を主体とし，下層は褐色砂質土に黄褐色ロームブ

ロックを少量混入する。

出土遺物　弥生土器細片2点，黒曜石の石核1点出土。石核はパティナが古い様相を示す。

SKO7（Fig．22，PL．13）

南側で検出した平面形状が楕円形を呈す土坑。規模は長さ1・81m，幅1・48m，深さ48cmを測る。

断面は箱形で，壁の立上りはほぼ直。北側は一部オーバハングする。底面はほぼ水平。埋土は

明褐色ロームブロックを主体とし，ほぼ水平堆積である。貯蔵穴と思われる。

出土遺物　弥生土器の甕細片が7点出土した。

SKO8（Fig・23，PL．14）

車庫部分にかかり，一部を調査したのみ。上面の平面形状は円形を呈すと思われる。確認規
11

SKO6・SKO9　　　　」「／戸＝＞

L＝6．70m

SKO6・09土層名称
1・褐色土（表土）
2・1に明褐色砂質ローム混入
3・1に暗褐色粘質土混入

4・明褐色ロームブロックに暗褐色粘質土混入
5．灰褐色砂質土で明褐色ロームブロック混入
6・暗褐色粘質土と褐色ロームブロック混入
7・明褐色ロームブロックに暗褐色粘土ブロックを混入
8・7より暗褐色粘土ブロック混入多い

L＝6・90m

』コココ。。こ。。。二一一．＿一一一一m

9・黄灰色粘土と明褐色砂質ロームの混合

10．黒褐色粘質土と暗褐色粘質土の混合（地山ロームと炭化物混入）
11．暗褐色粘質土に明褐色ロームブロック混入
12．10より炭化物の混入多い
13・11でロームブロックの混入多い

14．暗灰褐色粘質土に明褐色ロームを少量混入（炭化物を少し含む）

15・暗灰褐色粘質土で明褐色ロームをわずかに含み、炭化物も含む
16・暗灰褐色粘質土と黄褐色砂質ローム混入

Fig．23　SKO6・08・09（1／40）
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Fig124　SKO8出土遺物（1／4・1／3）

横は上面で，長さ1・24m，底面で長さ1．59m，深さ64cmを測る。断面形はフラスコ状を呈す。埋

土は黒褐色粘質土である。壙底の西壁沿に横倒しの甕と小形壷があった。また埋土中から炭化

物・骨片が少量出土した。

出土遺物（Fig．24，PL・15）弥生土器の甕・壷や砥石・サヌカイト製の剥片が1点出土した。

3～8は弥生時代前期の土器。3は完形の小形の壷形土器。口径7．0cm，器高12・9cmを測る。

口緑部は軽く外反し，肥厚する。頸部との境に軽い段が付き，頸部と胴部との境には浅い一条

の沈線が巡る。器壁はやや荒れるが，体部外面にはかすかに赤色顔料による有軸羽状文状の文

様が認められる。外面は磨き，内面はナデ。鹿部は高台状に高く造り出している。色調は淡橙

－34－
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黄色を呈し，胎土に石英・金雲母微粒を若干含む。4は大形の口綾部1／4片。復元口径40・6cmを

測る。口縁部の外反は強く，粘土を貼付け肥厚させ，口唇部下半に刻目を施す。口緑部内外に

はヨコ刷毛，頸部外面は刷毛のナデ消後磨きか。内面には指おさえ痕がかすかに残る。色調は

橙色で，胎土に石英・金雲母微粒を多く含む。5は中形の甕形土器。ほぼ完形で口径28．1cm，

器高32．5cmを測る。口綾部は軽くく字状に外反し，口唇部下端に刻目が入る。器壁の荒れは著

しいが，上面にはタテ又はナナメの粗い刷毛を施し，内面には指おさえ痕が残る。色調は淡橙

灰黄色を呈し，胎土に石英粒を多く混入する。6～8は甕の口綾部に小片。6は夜目式土器の

口緑部片で，口縁部の突帯に刻目を施す。色調は淡灰黄色を呈し，胎土に石英粒を多く含む。

7・8は如意形の口縁部で，いずれも口唇部に刻目を施す。また8の外面にはタテ刷毛を施す。

色調は7が淡灰黄色，8が淡褐黄色を呈す。胎土は7が石英粒，8は石英粒と金雲母を多く含

む。9は砥石。現存長5・9cm，最大幅5・8cm，厚さ3．2cmを測る。形状は方形を呈す。各面擦って

いる。上面には使用による幅6mm前後の浅い溝が入る。色調は淡灰黄色を呈し，石質は砂岩で

ある。

SKO9（Fig．23，PL・14）

調査区東側境界地で検出し，SK06に切られる。確認長は上面で1・04m，底面で1．40m，深さ

92cmを測る。平面形状は上面，底面とも略円形で，断面は壁がオーバハングするフラスコ状を

呈する。埋土は明褐色ロームブロックと黒褐色粘質土．暗灰褐色粘質土などが互層状に堆積し，

下層の方は炭化物・骨片・炭化米を含む種子を少量含む。

出土遺物（Fig．25，PL．15）10は甕形土器1／4片。復元口径27．6cmを測る。口緑部と胴部上

半に各1条ずつ刻目がついた突帯が付く。外面は荒れがひどく調整不明。内面はナデ仕上。色

調は淡褐黄色を呈し，胎土に石英粒を多く含む。11は鉢形土器で，復元口径20．0cmを測る。口

縁部は丸味を持って軽く外湾する。内外面磨き調整で，口線内外面には指おさえ痕が残る。色

調は淡灰橙色を呈し，胎土は石英粒を多く含む。12は鹿部1／2片で，復元底径6・8cmを測る。鹿

部は少し上げ底。器壁は荒れるが，外面指おさえ痕が残る。色調は淡橙色，胎土は石英粒を多

く含む。13は作業台石と思われる。3個に割れているが，接合すると最大長19．5cm，最大厚11．8

cm，重量3850gを測る。上面には擦り痕跡が残る。色調は暗青色を呈す。石質は安山岩であろう

か。他に図示していないが，使用痕の残る黒曜石製の剥片も2点ある。

溝状遺構

SDOl（Fig・26，PL．14）

北側境界地で一部を検出した東西溝で，第64次調査区の2号溝と一連のものである。確認長

4m，深さ60cm以上を測る。調査区外にかかり，底は検出していない。埋土は暗褐色粘質土を

主体とする。

出土遺物　弥生土器や土師器・須恵器・瓦質土器足鍋・白磁などの小片が6点，黒曜石の剥

片が1点出土した。
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2・第121次調査

L＝6．90m

S N W

‡宝4ヒ）Ⅰ
SDOl北・西堂土層名称
I．暗褐色土（表土）
2．褐色土

3．暗褐色粘質土（褐色ロームブロック混入）
4．1よりロ～ムの混入多い
5．暗褐色粘質土
6．褐色ロームブロック

7．黒褐色粘質土に1を混入

SDOl

SDO2土層名称
1．暗褐色粘質土
2・1に灰黄褐色粘質土を混入
3．2より灰黄褐色粘質土の混入多し
4．灰黄褐色粘質土に明褐色地山ローム混入

sDO2　』一一一＿一一＿一一一m

Fig126　SDOl・02土層（1／40）

SDO2（Fig．26，PL．15）

調査区南西側境界地で検出した西側にやや主軸が振れる南北溝である。確認長は12・2m，幅

1．5－2．15m，深さ20－40cmを測る。中央は一段溝状に深くなり，断面は2段掘状を呈す。南側

は北側に比べ，コーナーを持って狭くなる。埋土は暗褐色粘質土を主体とし，下層は更にロー

ム土を混入する。底の溝状の落込みは黄灰色の地山ロームの混入が更に多い。埋土中には割石

や自然石などを多く含む。焼石もあった。

出土遺物（Fig・27，28，PL．1一6）弥生土器や古墳時代の土師器・須恵器，中世の土師器・土

師質土器・青磁・白磁，黒曜石の剥片，石核など各時代の遺物が出土した。

14・15は青磁椀の口緑部1／8片で，復元口径15．4cmを測る。青緑色の釉が厚めにかかる。胎土

に黒色微粒を少し含む。15世紀明代のものである。15は鹿部1／2片で，復元底径5・0cmを測る。

高台は削り出Lで，高台内面以外は淡縁灰色釉がかかる。生地の色は明灰色である。16は土師

質土器の捨鉢がこね鉢の口縁部小片，内外面ヨコナデ，色調は淡橙色を呈し，胎土に石英，褐

色粒子を少し含む。17は須恵質の捨鉢口緑部片であるが，器形としては備前のⅠⅤ類に近い。18・

19は瓦質土器，18は三足の足鍋1／3片。口径12．4cmを測る。キャリバー状の言緑形態を示す。鹿

部は丸底で，1cm目の格子目叩きを加える。体部は指おさえで煤が付着する。内面はナデ及び

ヨコ刷毛を加える。体部と鹿部の境には，基部で直径3cmの支脚が3ヶ所付く。色調は灰色で，

胎土に石英微粒を多く含む。19はほぼ完形の措鉢で，口径33・2cm，底径14．8cm，器高10．8cmを

測る。口緑内面には三角状に粘土を貼付ける。又1ヶ所幅2．5cmの片口を作る。内面には11本単

位のおろし目の条線を加え，内底面にも条線を加える。体外面は器壁が荒れ調整不明。色調は

淡灰黄色を呈し，胎土に石英粒を多く含む。20は小型板碑の碑面及び基部片である。現存長27・8
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cm，最大幅16．3cm，最大厚11・2cmを測る。断面は長方形を呈す。碑面及び左右両側面は細かい

ノミによる削り後研磨仕上であるが，基部と裏面はノミによる雑な仕上で，刃部幅3．5cm位のノ

ミ痕が残る。碑面には賛称という銘文が残る。色調は暗褐色を呈し，焼けている。砂岩製であ

る。

ピット．遺構面出土遺物

古墳時代から中世迄の土器片，炭化物，黒曜石の剥片などが少量ずつ出土しているが，いず

れも細片で，図示出来るものはない。

3）小　結

当地点での遺構の時期は大きく4期に分ける事が出来る。

Ⅰ期は貯蔵穴SKO8・09の時期で弥生時代前期である。SK09は板付Ⅰ式期で前期前半，SK08
註1

はそれより新しく板付II式期の前期後半代である。この時期の貯蔵穴は周辺の第16次・35次・

125次地区などで検出されている。
註2

II期はST01甕棺墓で，弥生時代後期初頭の段階。当地区で甕棺墓は周辺調査区も合せて，現
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Fig．28　SDO2出土遺物II（1／4）

在迄40墓確認し，その範囲は東西約60m，南北約40mと推定している。時期は弥生時代前期から

後期初頭頃迄営まれている。

III期は柵SA01で，第36・86・64・35次調査区にかけて方形

に巡る推定規模50×44mの3本柱の柵である。当地区で遺物
註3

は出土しなかったが，他地区の調査成果から律令期とされて

いる。

ⅠⅤ期は溝SDOl・02で，中世後半代の時期である。SDOlは第

86・64・157次調査区につながる東西方向から南北方向へ矩形

に延びる屋敷地の区割溝と考えられる。時期は16世紀前半か

ら中頃と比定されている。SD02は他調査区ではつながる遺構

はないが強いて掲げれば第64次地点の1号溝と走行方向が近

い。時期は明代の青磁片や備前系のⅠⅤ類の捨鉢，大内系の足

鍋，瓦質の捨鉢などから15～16世紀前半代が考えられる。

註1　昭和53年度調査　　　　　　　　　　　　　　（山崎）

註2　昭和62年度調査現在整理中

註3　福岡市教育委員会『有田・小田部第8集』福岡市埋蔵文化

財調査報告書第155集1987

－39－
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Fig．29　SBOl出土遺物（1／3）
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3・第126次調査

3・第126次調査（調査番号8724）

1）調査地区の地形と概要

調査地は早良区小田部1丁目34－9に所在し，調査面積111㎡を測る。

当該地は八ツ手状に伸びる小田部地区台地の中央台地北端に位置する。南から緩やかに伸び

てきた台地は調査地北側で崖を成し，その比高差約3mを測る。

調査地内は標高約6・5mを測りほぼ平坦であるが，地内の北端部から急激に崖面に移行する。

現在の室見川下流域は，当時入江状に成っていたと考えられ，調査地付近はこの入江をまじか

に見，眺望のきく高台であったと考えられる。

当該地周辺の調査例は多く，西側・南側一帯で第25・27・37・63・79次調査が行なわれてい

る。時期不明の掘立柱建物が多い。当調査区の南東に隣接する第27次調査区で，弥生時代中期

後半の円形住居址1軒が検出されているが，弥生時代の墓は検出されていない。

発掘調査は専用住宅の立替えに伴って，昭和62年8月4日から26日まで行なった。遺構面は

橙色ロームで，表土下約30cmで検出したが，調査区北側のSTO4付近から急激に落ちる。検出し

た遺構は弥生時代を主とし，甕棺墓4基，木棺墓1基，土坑4基などである。ピットも多数検

出したが，建物を把握するまでには至らなかった。全体的に削平されているものの，遺構の残

りは比較的良いものが多い。

2）遺構と遺物

甕棺墓

甕棺墓は4基検出した。その内大形棺の3基は主軸をほぼ北東－南西にとり，ほぼ一直線上

に並ぶ。残りの1基は小形棺で，その主軸はこれらと直行する。また成人棺の1基は北側斜面

上にあり，残りの3基は調査区中央の台地部にある。

STOl（Fig・32，PL・18）

調査区中央付近で検出した。堀り方は主軸をN－36°－Eにとり，平面プランは平行四辺形に

近く，断面形は逆台形を呈し，丁寧な堀り方である。長さ261cm，幅185cm，深さ108cmを測る。

南側側辺の床面南西隅を壁からさらに65cm南側に掘り，甕棺を差し込んでいる。甕棺は甕と甕

の合わせ口で，南甕が北甕より大きい。埋置角度はほぼ水平で，主軸は掘り方よりやや東を向

きN－45°－Eをとる。甕棺の全長159cmを測る。合わせ部分には下の一部を除いて約35cm，厚さ

2～5cmの白色粘土を巻いている。熟年女性の人骨が依存していた。副葬品はない。

出土遺物（Fig．34，PL・22）出土遺物は甕棺に使った弥生土器の甕2点だけである。

1は北甕で器高74．5cm，口径54cm，底径13・7cmを測る。胴部最大径は中央より上にあり，58
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Figi31第126次調査区遺構配置図（1／200）

cmを測る。胴部中央には断面形がほぼ三角形を呈す凸帯を巡らす。口緑部の断面形は逆L字形

を呈し，口緑外面には上下二列の刻み目を0．4～0．7cm間隔に施している。調整は外面がパケの

後ナデ消し，内面は指押さえで整形した後ナデ仕上げを行なっている。色調は外面が黄橙色，

内面が灰黄色を呈する。2は南甕で，器高86cm，口径60．8cm，底径11．1cmを測る。胴部最大径

は頸部の直下にあり，63．1cmを測る。胴部中央には断面三角形の凸帯を巡らす。口緑部形は内

面に強く張り出すT字に近い逆L字形で，口唇部は外傾する。内外面の突出部先端は稜をもた

ずに丸みを帯びる。調整は外面がナデもしくはへラナデ，内面が指押さえの後ナデ，色調は全

体に橙色を呈し，一部灰黒色を呈している。
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L＝6．50m

Tab・6　甕棺墓一覧表
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Fig．32　STOl（1／30）
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Fig．33　STO2（1／30）

STO2（Fig．33）

STOl南側で検出した。堀り方は主軸をN－36。30，－Eにとり，平面形は略長方形，断面形は台

形を呈する。長さ265cm，幅180cmを測る。床面は堀った直後はほぼ水平であったと考えられる

が，甕棺を埋置するための穴を掘ったときに堀り方中央付近から掘り下げたため，甕棺に向か

ってやや下降している。深さは中央付近で80cmを測る。北側側辺の東を壁から約58cm掘り込み，

ST01と向かい合うように甕棺を差し込んでいる。甕棺は成人棺で，甕と甕の合わせ口式である。

北甕が南甕より大きい。埋置角度はほぼ水平で，主軸は堀り方とほぼ同じである。合わせ部分
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STO2上

Fig．34　STOl・02出土遺物（1／10）
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L＝6．50m

Fig・35　STO3・SKO3（1／30）

の所々で白色粘土が少量検出された。甕棺内には熟年男性の人骨が1体遺存していた。副葬品

はなかった。

出土遺物（Fig．34，PL・22）出土遺物は甕棺に使った弥生土器の甕2点だけである。

3は南甕で器高75．8cm，口径61．6cm，底径10．4cmを測る。胴部最大径は胴部上位にあり65cm

を測る。言縁部の断面形は如意状に近く，口唇部は内傾する。口緑端は両面とも丸みを帯びて

いる。胴部中央に断面三角形の凸帯を一条巡らす。調整は器面が荒れているため分かりにくい

が，外面にはハケ状の痕跡が見受けられる。内面は指押さえの後，ナデ仕上げを施している。

色調は淡灰褐色を呈す。

4は北甕で器高84．1cm，口径56．7cm，底径12・7cmを測る。胴部最大径は頸部近くの胴部上位

にある。口緑部の断面形はT字形で口唇部は外傾している。両口縁端は面取りされ，稜が明確

に認められる。胴部中央に断面三角形の凸帯が一状巡る。凸帯の上，胴部最大径の下の部分に
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Fig．36　STO4・SXOl（1／30）

径約5cmの不定形の孔が焼成後にあけられている。調整は外面が粗いナデの後，細かい目のパ

ケで，内面は指押さえの後ナデ調整を施している。色調は橙色を呈し，黒斑がある。

STO3（Fig・35，PL．19）

STOl西側で検出した。SK03と重複するが，切り合いは明確でなかった。主軸はS－36。－E

で，他の3基とほぼ直交する。堀り方は不整な楕円形で，直径88cm，短径69cmを測る。壁の傾

斜はゆるやかで，断面形は逆台形を呈し，深さ62cmを測る。東側の壁をさらに23cm掘り込み，

甕棺を差し込んでいる。甕棺は一部が破損しているがほぼ完存しており，壷と壷を組み合わせ

－47－
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ている。全体の埋置角度は全体的には水平であるが，東甕は7。の傾きを持ち，西甕は水平に近

く，現状はきれいな合わせ口ではない。人骨，副葬品ともになかった。

出土遺物（Fig．37，PL．22）出土した遺物は甕棺に使用した弥生土器だけである。

5は西甕で壷である。口緑端を欠失する。現状高42．9cm，頚部径19．3cm，底径10．6cmを測る。

胴部中央付近に断面略方形の凸帯が1条とその上6cmにもう1条巡る。胴部最大径は下の凸帯

のすぐ上にあり，38・1cmを測る。また頸部にも凸帯を1条巡らす。胴部下位に径約2cm前後の

焼成後穿孔を施している。外面は器面の荒れがひどいが，鹿部周辺にハケが認められる。内面

は指押さえの後ナデ調整である。色調は全体的に淡黄色を呈する。6は東甕で，壷である。器

高54cm，口径24．3cm，底径5cmを測る。胴部最大径は胴部中位よりやや上にあり，19．8cmを測

る。そのやや上位に断面台形の凸帯が2本巡る。口緑部はほぼ真っすぐに外傾するが，口緑端

部の内面が突出している。また口唇部には刻み目を0．4－1．3cmおきに施している。頸部には断

面三角形の凸帯を1条巡らす。調整は全面ほぼナデで仕上げ，色調は黄橙色を呈する。

STO4（Fig．36，PL・20）

調査区最北部の崖面の直前で検出した。掘り方は二段掘りで，上段は長径204cm，短径150cm，

深さ約40cmの楕円形で，下段は略円形を呈し，径約120cmを測る。堀り方は甕棺にあわせてなな

めに掘られ，深さ114cmを測る。甕棺は甕と甕との組み合わせで，上甕が下甕を覆っている。一

部破損しているもののほぼ完存する。埋置角度は51。である。主軸はN－18°1Eである。腰骨を

中心にした人骨片が若干出土したが，遺存状態が悪かったためその後破損してしまった。

出土遺物（Fig．37，PL．22）遺物は甕棺として使用した弥生土器2点のみである。

7は上甕で，器高79cm，口径64・5cm，底径14．6cmを測る。口緑部は急角度に外反し，口緑端

部内面に幅約2・5cm，厚さ約0．7cmの粘土をぐるりと貼り付け，その上面をきれいに面取りして

いる。貼り付ける前の口緑端部外面と貼り付けた部分の外面に，0．5～1．0cm間隔で刻み目を施

している。胴中位のやや上に沈線を3本巡らす。同部最大径はその下ほぼ胴中位にあり，60．3

cmを測る。また鹿部より5cmほど上には焼成後の穿孔が施される。調整は外面が指押さえの後

へラナデ，内面はほぼ全面指押さえの後ナデ調整で，鹿部付近にはへラナデの痕跡が明瞭に残

っている。8は下甕で，器高66．5cm，口径57・8cm，鹿部径18．6cmを測る。言縁部は打ち欠いて

いる。口縁部の形状は全体的に直立ぎみだが，端部がわずかに外反し，肥厚する。肥厚した部

分に2本の沈線を巡らす。また口縁端部の内面には幅約2cmの範囲に7，8本を単位とするパ

ケメを横方向に施し，各パケメは4cmほどの長さである。胴部最大径はほぼ中位にあり，32．4

cmを測る。そのやや上に沈線を3本施している。また鹿部の上約5cmに径約3cmの焼成後の穿

孔が施されている。調整は外面がほぼ指押さえの後へラナデ，内面が指押さえの後ナデである。

色調は外面が淡黄灰色で黒斑があり，内面は淡黄褐色を呈している。

木棺墓
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Fig．37　STO3・04出土遺物（1／10）
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SROl（Fig・38，PL．20）

ST01北側で検出した。堀り方は二段掘りで，上段掘り方の平面形は不正な隅丸長方形で，長

さ219cm，幅155cmを測る。二段目は深さ15～25cmの所からあり，平面形は隅丸長方形で長さ186

cm，幅59cmをはかる。全体の深さ80cmを測る。壁は一段目はやや傾斜しているが，二段目は途

中からほぼ垂直である。床面では木棺材の痕跡は確認できなかったものの，土層断面で南側小

口と東側側辺で壁に沿って立ち上がる幅3～5cm，高さ約40cmほどの黒色土があったため，全

体の状況より組み合わせ木棺の板材跡と判断した。この層以外は自然堆積の状態を示している

ため，棺には木の蓋があったものと考えられる。方位はN－31。30′一gを測る。

出土遺物（Fig・38，PL．21）少量の弥生土器の破片や小石が出土しただけである。9は壷の

胴部上位の破片である。破片の上端部で径24cmを測る。破片の中程に幅1mmの沈線が施されて

いる。外面は荒れているため調整は不明であるが，パケなどは確認できない。内面は指押さえ

の痕跡が残る。色調は灰黄色を呈する。

土坑

SKOl（Fig・39，PL．20）

調査区東側，SR01東側で検出した。南側と西側でピットを切っている。平面形は長楕円形で

長さ150cm，幅81cmを測る。北半分は三段に掘られ，最も深い部分で23cmを測る。覆土は黒褐色

粘質土を主体とする。

出土遺物　出土遺物はない。

SKO2（Fig・39，PL．21）

SR01西側で検出した。平面形は不正円形で，北西側を中心にピットに切られている。長径155

cm，短径121cmを測る。壁は緩やかに落ち，深さ21cmを測る。床面には弥生土器が大きく2カ所

に別れてあった。

出土遺物（Fig．40，PL．21）10は口径25cmを測る。断面形は逆L字状を呈し，口縁端部は丸

みを帯びる。調整は不明。色調は淡い桃色である。11は胴部最大径36．1cm，底径7・4cmを測る。

破片上部に断面略台形の凸帯を1条巡らす。表面の剥落や摩滅のため調整はわかりにくいが，

外面はヘラによるナデ，内面は指押さえの後ナデと思われる。

SKO3（Fig・35，PL．19）

STO3西側で検出しST03と重複するが，切り合いはわからなかった。同一遺構の可能性もあ

る。全体の平面形は不整楕円形を呈すが，東側と北西側に壁の張りだし部分があり，2基の土

坑の切り合いの可能性も考えられるが，現場では確認できなかった。長さ202cm，幅156cm，深

さ30cmを測る。土坑内西側から土器片がややまとまって出土したが，いずれも床面から遊離

している。

出土遺物（Fig．40，PL・21）弥生土器が約50片出土したが，小片が多い。12は壷で，胴上
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SROl土層名称
1．黒色粘質土（粒子が細く、軟質でバサバサする）
2・黒褐色土（黄褐色ロームブロックを少量含む、1より明る

く、粘性がある）
3・黒色土（黄褐色ロームブロックを2より多く含む、軟質で、
粘性は弱い）
4．暗褐色土で明黄褐色ロームブロックを少量含む（軟質でし
まらない）
5・暗褐色土
6・明黄褐色ロームブロック
7．黄褐色ロームと暗褐色土の混合
8．黒色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m
L一　　　　一1　　　　　　：一　　　　　　一．　　　　　　」

Tab17　木棺墓・土坑一覧表

L＝6．40m

哉∵、。
0　　　　　　　10cm
L－－－Ⅰ1－．つ　　　1

Fig．38　SROlと出土遺物（1／30・1／4）

平面形 断面形 1 長 さ 幅 深 さ 方　 位 一箪土遺物 時　 代 備　　　 考

S R O l 隅丸長 方形 梯　 －　形 21 9 15 5 　 80 N －31。30，－E 弥生前期土器片 弥生前期 二段掘 り，棺材痕跡 あ り

S K O l 長 楕 円 形 （三 段－） 15 0 8 1 2 3 N －42。－W な　 し 不　 明

S K 0 2 不 正 円 形 逆 台 形 155 12 1 2 1 － 弥生後 期土器片 弥生時代

S K 0 3 不 正楕 円形 逆 台 形 2 02 115 6 3 0 － 弥生 中期 土器片 弥生時代

S K 0 4 隅 丸長方形 略逆 台形 1 36 7 6 2 3 N －31。－E 弥生土器 片 弥生時代 土墳墓 の可能性 あ り

－51－



第3章調査の記録

ⅲ0廿．9＝1

芋6柑新訳酪軸．ウ
Y習吉事市6ん11乙7－口唇歓喜コ柏．9
号珠①6ⅡⅡ1乙7－が朗舶紺拍I・Z

（てへ葦与苫1）T義朝尋観盲．1
蠍引許印0男S

L＝6・3。m

Fig．39　SKOl・02・04（1／30）
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Fig．40　SKO2．03．SXOl出土遺物（1／4）
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部の破片で頸部径12．7cmを測る。外面の調整は不明であるが，内面は指押さえの後ナデである。

色調は桃色に近い。13は壷の頸部付近の破片で，頸部に断面略三角形の凸帯を1条巡らす。頸

部径18．2cmを測る。外面ナデ，内面に指押さえ調整を施す。

SKO4（Fig・39，PL．21）

SROlのすぐ南西側で検出し，SROlとほぼ同一の主軸をとる。平面形は中程がやや凹んだ隅丸

長方形に近い。長さ136cm，幅76cmを測る。断面形は逆台形に近く，深さ23cmを測る。土層断面

の状況では自然堆積は認められず，出土遺物が極端に少ないことからも，土壌墓の可能性が考

えられる。
′

出土遺物　弥生土器の細片が2片だけである。

その他の遺構

SXOl

調査区北端部近くで検出した。遺構の北側を崖の落ち込みで切られている。長さ，幅ともに

明確な大きさは不明で，深さ115cmを測る。南側の壁面下部をさらに南側に35cm程掘り広げてい

るようだが，土層の状態からこの部分は上から掘り返されていると考えられる。甕棺の抜き跡

とも考えたが，明確ではない。

出土遺物（Fig．40，PL．21）弥生土器約20片の他に古墳時代土師器の把手1片，中世の土師

器皿4片が出土した。いずれも小片である。古墳時代や中世の遺物が前述の掘り返しに伴うも

のかは明確ではない。14は弥生土器の甕の口緑部片で，口径24．8cmを測る。口縁端部近くで肥

厚，外反する。口唇部はほぼ平坦に作り，そこに4～6cmおきに刻み目を施している。調整は

ほぼ全面ナデであるが，内面に一部指押さえの跡が残る。色調は灰橙色を呈する。15．16は壷

である。15は頸部近くの破片で，頸部径14．6cmを測る。破片の最下部に沈線を1本施している。

16は鹿部の破片で底径6・2cmを測る。調整は不明で，色調は淡灰橙色を呈する。

3）小　結

検出した遺構の中心は弥生時代の墓地であるが、まず時期についての検討を加える。

ST01と02は近い形態を呈する。上甕は如意状に近い逆L宇田緑で、01は2条の刻目を施して

いる。胴中位やや上に三角凸帯を1条施す。下甕は内面に強く張り出すT字言緑で口緑上面は
註（1）

外傾する。胴中位付近に三角凸帯を1条巡らしている。以上の点から下甕は橋口編年のKIIb式

に近い。しかし上甕は下甕を寸づまりした形ではあるがやや丸味をもつこと、口縁部の形態、

特に01は金海式の特徴である2条の刻目をもつことからKIIa式に分類されると考えられるが、

ともに中期前葉に位置づけられ、隣接する形式ではある。

ST03は壷形土器で上下ほぼ似た形態である。口縁部はほぼ直線的に外傾し、丸味を帯びた胴

部の上位に断面台形の凸帯を2条と頸部に三角凸帯を1条施す。口綾部がT字形にならないも
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3．第126次調査

のの有田第3次調査2号井戸出土土器に近く、中期後葉に比定できる。

ST04は下甕が口縁部打ち欠きだが、上下ともに金海式に属する。従来金海式は前期末に編年
註（2）

されていたが、吉武高木遺跡では金海式に城ノ越式土器が副葬され、同遺跡Kl17では下甕が口

緑打ち欠きで春田式という同形態を呈している。ここでは前期末～中期初頭としておく。

SROlでは前期後半の土器片が出土している。年代を示す資料はこれだけだが、SROlと近い形
註（3）

態の金隈遺跡では概ね前期後半の範ちゅうに入ると考えられ、SR01も前期後半と考えて大過

ないだろう。ST04との前後関係を示す資料はない。概して木棺墓が古いと言われるが、当遺跡

でもあてはまるか。

ST01と02については、上甕を見ると刻目の存在や鹿部の形態は01が古い様相を示す。下甕は

凸帯がやや上にある点や、口縁部が外にあまり突出しない様相は01が古いが、鹿部を大きく作

って垂直に立ち上がらない形態は02が古く感じ、前後関係は明瞭でない。一方遺構の状況をみ

ると掘り方の主軸と平行にしかも小口の中央近くに甕棺を埋置している02に対し、01は小口の

端の01とは逆にしかも主軸を掘り方とずらして02の甕棺をさけるように埋置しているが、これ

が意図的ならば、極めて近い期間内（同日埋葬も含めて）にST02→01と埋葬した可能性が強い。

この場合熟年男性と同女性の組み合わせは夫婦の可能性が考えられよう。いずれにせよ金海式

土器を含めた中期前半の甕棺編年の再検討をする必要を感じる。

さて当遺跡の西側と、ST01・02の軸線上15m南西側、さらに当調査区の南東側はすでに調査

が行なわれており、弥生時代の墓の検出はない。従ってこの墓地の構成基数は少ないと考えら

れる。STOl．02の掘り方が大きく丁寧で、STO4上段掘り方も大きく、海を望む台地端にあるこ

とを考えると、副葬品はなくても首長墓クラスの可能性が高い。有田遺跡では台地南端近くで

細形銅戈を副葬した金海式土器が発見されているのみで、他に首長墓らしき墓の検出例はない。

弥生初頭に大環溝集落を作ったムラは板付II式期になると有田地区で2つの環溝集落に分か

れ、さらに小田部地区の第121次調査区で貯蔵穴が作られるなど、いくつかの小さなムラに分か

れた。その後は第3次調査の中期後半の住居址群まで判然とせず、今回検出した墓地の時期の

集落もわからない。残された副葬品がないことから台地北側の一分村での首長墓と考えられる。

青銅器の鋳型の存在や当遺跡の立地から、当遺跡が弥生時代の拠点集落であることは否めない

が、その有様はいくつかの小さなムラの集合で、前期末以降は当遺跡から見える吉武の地の支

配下にあったものと思われる。（米倉）

註（1）橋口達也「甕棺の編年的研究」『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告』ⅠⅦ1979

註（2）福岡市教育委員会『吉武高木遺跡』1986

註（3）福岡市教育委員会『金隈遺跡』1985
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4．第127次調査（調査番号8729）

1）調査地区の地形と概要

調査地は早良区小田部1丁目418－1に所在する。有田地区から伸びる台地は，小田部地区に入

ると八ツ手状に広がるが，調査地はその内最も北まで伸びる台地上にあり，北側から湾入する

谷部のつけね付近に位置するものと考えられる。調査地内は西側の道路面より一段高く，標高

7．3～7．6mを測る。調査地東側約50mに将軍神社があり，敷地内に有田古墳群2号境が築造さ

れてるが，ほとんどその面影をとどめていない。

周辺の調査例はほとんどなく，当地点の100m以上西側で第135次調査，同じく南側で第34次

調査などが行われ，古墳時代後期の住居跡や古墳時代から中世の掘立柱建物などが検出されて

いる。

発掘調査は専用住宅建替のため，昭和62年9月17日～10月9日まで行った。調査地が狭く，

排土処理のため，調査は西側と東側に分けて行った。遺構面は調査区北半が橙色ロームで，南

半が浅黄色ロームで，南西に向かって傾斜している。もっとも高いところで標高約7・4m，低い

所で6．4mを測る。層序は大きく5層に分かれ，1層が客土で約40cm，2層が暗赤褐色粘質土で

約30cm，3層が暗赤褐色粘質土で5cm，4層が3層よりやや黒い層で，30cm，5層がローム層

Fig141第127次調査区遺構配置図（1／200）
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4・第127次調査

である。遺構面を除いてすべて近世以降のものである。遺構は，削平や撹乱のため，ピットし

か遺存していなかった。調査面積は180㎡である。

2）遺構と遺物

検出した遺構は撹乱を除けば，土坑1基とピットのみである。

土坑（SK）

SKO1

調査区西堂際で検出した。略長方形のプランで，調査区外に続く。深さ5－8cmときわめて

浅く，台地端に近いことから考えれば，谷に向かう溝である可能性がある。覆土は黒褐色粘質

土で，弥生土器が数点出土した。

出土遺物（Fig・42，PL．）1．2は弥生土器である。1は甕で，鹿部の小片である。復元

底径6・4cmを測る。鹿部と胴部の境は直角に近い角度で立ち上がる。調整は摩滅のため不明で

ある。色調は淡い桃色を呈する。2は甕の破片で，

断面三角形の凸帯1条を施している。調整は不明

で，色調は黄橙色を呈する。 ＼」」＝㎡

1　′

捨
0　　　　5
LⅠ田．！

Fig．42　SKOl出土遺物（1／4）

3）小　結

今回調査した地点は台地の中央であるにもかかわらず，遺構はピットも含めてあまり検出さ

れなかった。これは当初から遺構が少ないと考えるよりは，調査地内が道路面より高く，撹乱

も多いことから，後世の削平のため遺構が破壊されたと考えたほうがよさそうである。また推

定位置では当地点は谷部のすぐ上に位置するが，今回の調査では谷部に向かう自然の傾斜は確

認できたが，谷部までにはまだ若干の距離があると考えられ，谷部の確認は今後の調査に期待

したい。（米倉）
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5．第128次調査（調査番号8730）

1）調査地区の地形と概要

調査地は早良区南庄3丁目116に所在する。八ツ手状に伸びる小田部地区の台地の内もっとも

北まで伸びる台地の中央部近くに位置する。標高約7mを測る。周辺の調査例は，当調査区の

北側隣接地で第76次調査が行われており，古墳時代の住居跡が3棟，奈良・古墳時代の掘立柱

建物などが検出されているが，削平のため遺存状況が悪かった。また南側の第94次調査では掘

立柱建物を検出しているが，やはり削平が著しかった。

調査は共同住宅建設のため，昭和62年9月28日～10月26日まで行なった。基本層序は，1層

が客土で約1m，2層が旧耕作土で20cm，3層が暗褐色土で5－10cm，4層が橙色ロームで遺

構面である。調査区中央では3層がなく，かわりに淡黒色粘質土が10～20cmの厚さである。ま

た調査区西側では1，2層しかない。2層以下は東へ緩傾斜しており，遺構面の高さは調査区

西端で約6・1m，東端で約5・6mを測る。検出した遺構は古墳時代後期竪穴住居1軒，柵列2条，

土坑2基などである。調査面積は213Ⅰ㎡である。

2）遺構と遺物

住居跡

SCOl（Fig．44，PL・25）

調査区両壁にかかって全体の約半分を検出した。遺存状態は良くなく，壁は高い所で10cmほ

どしか残っていない。プランは方形と考えられ，北壁の長さは6．33mと長い。壁沿いに幅約20

cm，深さ3～7cmの溝を巡らす。壁構内には浅い無数の小ピットが掘られている。主柱穴は4

本と考えられ，その内2本が検出できた。直径38～49cm，深さ58～70cmのしっかりした柱穴で

ある。住居跡中央近くより南側は竪穴掘り下げの際7cmほど深く掘り，その後埋め戻したもの

で，いわゆる張り床構造である。北壁近くの中央よりやや東よりのところで，白色粘土塊や焼

土が若干検出された。かまどの残骸と思われる。

出土遺物（Fⅰg．46，PL・26）住居跡内からは弥生土器がもっとも多く出土したが，ほとんど

が小片である。その外に古墳時代の須恵器・土師器片等が出土した。1は須恵器の塔で，口緑

部先端を欠失する°受け部は丸みを帯び，受け部の直径12．5cmを測る。器高は浅い。体部下部

外面は回転ヨコナデ，同上部はヨコナデ，内面はヨコナデ調整を施している。

柵列

調査区中央付近から南北方向に平行に伸びる棟列を2条検出した。この延長線は隣接する第

76次調査区へ伸びるが，当調査区の検出部分も削平のためかなり浅い上に，76次調査区もかな

り削平されているためか，続きは明確にはわからない。
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Fig．44　SCOl・SAOl・02（1／60・1／100）
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5．第128次調査

一一＝二二こ

L＝5・70m

虹SK㌫
L＝6．20m

SKO1土層名称
1・黒色粘質土（淡黄色ローム少量混入）
2．淡黄白色ロームブロック

3．黒色粘土
4．3に黄白色ロームブロック少量混入
SKO2土層名称
1・黒色土（粒子が細く、粘性が強い）
2．1に黄色ローム粒子が多量混入
3・淡貴灰色ロームブロックに黒色土混入
4．暗褐色粘質土に黒色土混入

）全体に軟質で粘性が強い

5・黒褐色粘質土に黄色ローム粒子をやや多く混入

SCOl南壁土層
1・盛土（真砂土）
2．暗褐色土（耕作土）

3．黒褐色土（明褐色ロームブロック少量混入）
4・黒色土（明褐色ローム少量混入）
5・明褐色ロームブロックと黒褐色土の浪合
6・黒褐色粘質土に淡黄色ローム混入
7．淡黄色ロームに黒色土混入

1m
）1111－；　　　　　　1

0
！．1

Fig．45　SKOl・02・SCOl南壁土層図（1／40・1／60）

SAOl（Fig．44，PL・25）

2条の柵列の内，西側の柵列である°　6間分検出した。柱穴間は132～162cmを測る。柱穴の

直径24～52cm，深さ10～59cmで1基が深いほかはきわめて浅い。柱痕跡の直径は10～19cmを測

る。方位はN－22。－Wである。

出土遺物　弥生土器・土師器の細片が少量出土したが，実測不能である。

SAO2（Fig・44）

東側の棟列で，調査区北壁からSC01付近まで検出したが，南側の延長は明確ではない。5間

分検出したが，北から5つめの柱穴はSC01の北東コーナーと重なっていたため判然としない。

柱穴間は120～165cmを測る。柱穴の直径50－60cm，深さ19～26cm，柱痕跡の直径は17～24cmを

測る。方位はN－20。30′－Wである。

出土遺物　実測に適しない土器の細片が約30片出土したが，多くは弥生土器と思われる。

土坑

SKOl（Fig・45，PL・25）

調査区東壁で検出した。確認できたのは全体の1／3程で，残りは調査区外に伸びる。平面形が

円形とすれば，推定直径は90cm強を測る。断面形は台形に近く，深さ77cmを測る。埋土はレン

ズ状に堆積する自然堆積である。

出土遺物　出土遺物はなかった。

－61－



第3章調査の記録

SCOl

≒≡∃訝

SCOl内ビッド

、、．

10cm
」　1－　－　1　　　　　　－

10cm
7　　　手111－1－　－　－　　」

0

Fig．46　第128次調査区出土遺物（1／4．1／3）

SKO2（Fig．45，PL・25）

調査区北壁西側で検出した。確認し得たのは全体の約半分である。平面形は円形と思われ，

直径98cmを測る。床面近くで袋状になり，最大径1．04mを測る。埋土は3，4層など大きなブ

ロック状の土層があり，他の土層の状態からも自然堆積とは思われない。

出土遺物（Fig・46，PL．26）弥生土器が3点出土した。2は甕で，口径27cmを測る。口緑部

の断面形はくの字状を呈し，口緑の折り返し部分が厚い割りには口唇部近くは薄い。胴部は
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5．第128次調査

丸みを帯びており，やや背の低い甕になりそうである。外面は縦方向のパケメ，内面は指押さ

えの後ヨコナデ調整を施す。3も甕で，口径25cmを測る。口緑部の断面形は逆L字状を呈する。

口緑部上面はほぼ水平で，器壁が厚い。胴部は直線的で背が高いと思われる。外面は斜方向の

ハケメ，内面はよくわからないが，指押さえ痕が残っている。

その他の遺構

調査区東側北壁近くで，不定形の遺構を2基検出し，SX01・02の番号をつけたが，ともに浅

く人工的な遺構とは認めがたい。ともに弥生土器が2，3点出土した。

ピット出土遺物（Fig・46，PL．26）

6は石錘と思われ，長さ12・7cm，幅6・9cm，厚さ4．35cmを測る。重さは690gを測る。両端部

と両面にひもずれらしき痕跡が見受けられる。左面はほぼフラットである。石材は堆積岩系の

石材である。7は網用の石錘と考えられ，長さ6・2cm，幅4．2cm，厚さ1．5cm，重さ44gを測る。

両側辺に挟りが施されている。火成岩系の石材を用いている。2は弥生土器の鹿部である。

遺構面出土遺物（Fig・46，PL・26）

5は須恵器の坪身で，口径14・0cmを測る。口縁部は直線的に内傾し，受け部の張り出しはほ

ぼ水平である。調整は全面ロクロによるヨコナデである。

3）小　結

当調査区は有田・小田部台地の最北部の台地上に位置するが，この台地部では弥生時代以降

の各期の遺構・遺物が検出されている。またこの地点のすぐ南側では古墳も築造されている。

しかし後世の削平によってその多くが失われており，当調査区でももっとも多く出土した弥生

土器の時期の遺構は土坑だけであった。時期的には弥生時代後期前半と考えられるが，遺構の

用途は判然としない。

住居跡も残りが悪かった。構造的には方形のプランで，主柱穴が4本で，カマドを持つもの

と考えられる。出土した須恵器より6世紀中ごろの時期が与えられよう。

2条の柵列に関してはほとんど手掛かりが無い。出土遺物の多くは弥生土器で，若干の土師

器を含むがほとんど細片である。隣接の76次では検出されてなく，柵列の目的，構造等なにも

わからない。ただ76次調査で古墳時代～奈良時代の掘立柱建物が検出されており，時期的には

この時期の可能性が高いものと考えられる。（米倉）
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第3章調査の記録

6．第129次調査（調査番号8735）

1）調査地区の地形と概要

調査区は早良区小田部2丁目38に所在し，北へ八手状に分岐して拡がる有田・小田部台地の

一番東側台地の西側斜面上に立地し，標高は遺構面で6m前後を測る。現況は駐車場である。

昭和62年度に調査区に店舗建設の申請が出され，試掘調査を行ない遺構を確認した。申請者と

協議を行ない，費用を一部申請者が負担する事で，調査を実施した。発掘調査は昭和62年10月

27日－11月26日迄行ない，調査面積は386㎡である。

調査区のある台地は調査例が少なく，南側50m程離れた第13次地点1ヶ所しかなく，遺跡の

性格が最もわかっていない地域である。今回の調査は重機による厚さ15cmの舗装除去から始ま

り，その下5～20cmの盛土及び表土層下の黄白～灰白色粘質シル下面で遺構を確認した。調査

区の北西側は浅い谷部で，水田面であったが，区画整理時に台地を削ったローム土で埋められ

ていた。検出遺構は土坑3基とピット群。ピット群は特に南側に集中する部分があったが，建

物としては捉えきれなかった。ピットの埋土は黒色・黒褐色・暗褐色の3種の大別出来る。出

土遺物は少なく，コンテナ2箱である。ほとんどが谷部からの出土で，弥生時代から近代迄の

各種の遺物を含む。

申請者の濱地安右衛門氏には調査にあたって物心両面に亘って多大な援助・協力を受けた。

記して感謝の意を表します。

2）遺構と遺物

土坑

SKOl（Fig・48，PL．28）

調査区中央西側台地縁辺で検出した平面形状が不定形を呈す土坑。規模は長さ2．5m，幅1．98

m，最大深56cmを測る。底面は南側から2段のテラスを持って北側が一番深い底面となる。埋土

は密の細かい黒褐色粘質土を主体とし，下層は黒色粘土となる。中央には上面から切込む黄灰

白色粘質土の，ピット状の落込みがある。

出土遺物（Fig．49，PL．29）弥生土器・土師器・須恵器の細片が24点出土した。

1は須恵器，器台の脚部片と思われる小片。各段には長方形透しが互違いに入り，その間には

2重の櫛描波状文を施す。内外面は横ナデ。外面は自然釉がかかる。2は土師器の甕頸部1／6片。

復元頸部径は18．0cmを測る。頸部のしまりは弱く，器表は磨滅し調整不明。胎土は石英・雲母

の微粒子を多く含む。
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6．第129次調査

L＝6．10m E

調査区北壁土層名称

1．埋土（八女粘土主体）
2．灰オリーブ粘土
3・暗オリーブ粘土（鉄分が沈殿する）
4．黒褐色粘土（やや砂粒を含む）

』cI一「一一一一一一一一一一　重　　Ⅰ　21m

Fig・47　第129次調査区遺構配置図と北壁土層（1／200・1／40）
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第3章調査の記録

SK．01　SKO2土層名称

1・黒色粘質土で灰白色ロームブロック少量混入
2・1より暗い黒色粘土
3．1より灰白色ロームブロックの混入多い

L＝5．80m SKOl土層名称
1・黒褐色粘質土　　　　　　　6．黒褐色粘土
2．黒褐色粘質土（粘性強く、軟質）7．3とほぼ同じ
3・黒色粘質土
4・黒褐色粘土
5・黄灰色粘質土

8．黒色粘土
9・暗灰黄色シルト

1m
L－⊥一一一一Ll一一一．L一一一一一一一⊥一一一i一　一　一一一一一一一＿」

Fig．48　SKOl・02（1／40）

SKO2（Fig・48，PL．28）

調査区東側で検出した主軸をN－18°－Eに取る平面形状が長方形の土坑。規模は長さ1．06

m，幅0．58m，深さ25cmを測る。断面は逆台形で，埋土は上層が黒色粘質土，下層は灰白色ロー

ムブロックを多く混入する。出土遺物はなかった。

不明遺構

SXOl（PL．28）

調査区北側斜面上で検出した長さ4．7m，幅0．7～1・4m，深さ30cmを測る細長い溝状の土坑。

断面は皿状で，壁の立上りは緩やか。埋土は上層が淡黒色粘質シルト，下層は褐灰色シルトで

底面には鉄分が沈澱し，全体にかたくしまる。埋土はレンズ状に堆積しており，地山の窪みに

自然に堆積したものと考える。

出土遺物　弥生土器の甕の破片9点，石核が1点出土。

Vl／ト
Fig．49　SKOl出土遺物（1／4）
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6・第129次調査
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Fig．50　ピット・表土出土遺物（1／3・1／4）

ピット・表土出土遺物（Fig．50，PL・29）

3は須恵器の杯身1／8片。復元口径14．0cm，器高3・2cmを測る。鹿部は回転へラ削りで，その

他はナデ。ロクロ回転は時計回り。色調は明灰色を呈す。4は土師器の甕言縁部1／8片。復元口

径11・5cmを測る。頸部に粗いタテの刷毛目が残る。内面はへラ削り。色調は桃黄色，胎土に石

英・金雲母粒を多く含む。5は蛤刃の磨製石斧の刃部片。現存長5・7cm，刃部幅7・1cmを測る。

全体に破損が著しい。火成岩質か。6は叩石で最大長13．7cm，最大幅5．7cm，厚さ4・3cm，重量

540gを測る。全体に磨り調整である。上面中央には打撃による敲打痕が残る。玄武岩質か。

3）　小　結

遺構は台地の周縁にそって確認されたが，全体に残りは悪かった。出土遺物がないため遺構

の時期は把握しがたいが，SK01は6世紀末～7世紀初頃のものであろうか。台地下の低地部な

どから弥生時代中期の甕棺の言縁部片を含む土器なども出土している事から，周辺には弥生時

代の遺構が存在していた可能性がある。遺構の数は少なく，この地区での調査例が少ないのは，

遺構の削平がひどい事もあろうが，元来遺構が少ない地域なのかもしれない。　　　（山崎）
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第3章調査の記録

7・第157次調査（調査番号8980）

1）調査地区の地形と概要

調査区は早良区小田部1丁目134－1，131－1に所在し，八手状に北へ分岐して広がる有田・

小田部台地の一番西側台地の北端に立地する。現状は荒地であり，標高は6～7mを測る。調

査区は昭和62年度に開発申請が提出され，これを受けて試掘調査を行なった。遺構が検出され

た為，協議を行ない，その結果本調査を実施するという事になった。発掘調査は平成2年3月

14日～31日迄実施し，調査面積は128㎡である。

調査区周辺の南側は，過去7ヶ所調査が実施され，弥生時代前期末から後期初頭の甕棺墓群

や集落址，古墳時代全期に亘る集落址，律令期の大型建物群，中世末頃の居館址などが検出さ

れる。今回の調査は表土下20～30cmの褐色～明褐色ローム土上面で遺構を検出した。遺構面は

かなり削平を受けており，検出した遺構は溝状遺構3条，土坑墓1基，土坑4基などで，ピッ

トは少ない。出土遺物は少なく，弥生土器から近世の陶磁器がコンテナ3箱出土した。特記す

べきものとして土壌墓SR02から鉄斧・鉄鎌が出土した。

2）遺構と遺物

土壌墓

SRO2（Fig・52，PL．36）

南西隅で検出し，主軸をN－29。－Wに取るSK06を切る土坑。平面形状は隅丸長方形を呈し，

規模は長さ1・80m，幅は北側で32cm，南側で47cm，深さ20cmを測る。溝の断面形は逆台形で，底

面は南側の方が少し低くなる。埋土は黒色土。調査上のミスで鉄斧・鉄鎌の位置関係をはっき

りしえなかったが，底面直上で出土した。

出土遺物（Fig．54，PL・38）弥生時代後期頃の土器片が少量と貢岩製の片刀石斧1点，鉄斧・

鉄鎌が各1点出土した。

3は磨製の片刃石斧で頁岩製。全長4・0cm，幅1．8cm，厚さ1．3cmを測る。全体にかなり磨り減

っている。5・6は鉄器。5は斧で，全長6．8cm，刃部幅3．4cm，袋部長径2．9cm，袋部幅2．2cm

を測る。鍛造で，全体に鋸がひどく，袋部の折返しは不明である。袋部断面は楕円形を呈す。

6は鎌で，2破片よりなり，折り返し部は不明。復元最大長9・1cm以上，刃部幅2．4～2．8cm，厚

さ2mmを測る。全体に鋸がひどい。

土坑

SKO4（Fig・52，PL．36）

SK05を切る平面形状が円形の土坑。規模は長径0．79m，短径0．75m，深さ25cmを測る。断面

形は逆台形を呈し，埋土は暗褐色土である。南東隅に長さ15cm位の玄武岩質の角礫があった。
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7・第157次調査

出土遺物　弥生時代の甕や古墳時代から中・近世にかけての青磁・染付小杯の細片が少量出

土した。

SKO5（PL・36）

南側境界地で検出した平面形状が舌状の土坑。SD03に切られ，全様は不明。溝の可能性もあ

る。確認長2・7m，最大幅1．1m，深さ11cmを測る。埋土は黒褐色土に暗褐色土を混入する。

出土遺物（Fig．54）弥生時代から古墳時代の土器片が出土した。量は少なく，いずれも細

片。

1は須恵器杯蓋1／10片。復元口径16．0cmを測る。口縁部内面には喋状のかえりが付く。内外

面ナデ。色調は灰色で，胎土は小砂粒を少し含む。杯身の可能性もあり、その場合時期が古く

なる。

SKO6（Fig．52，PL．36）

SR02とSK05に切られる土坑。確認長1・6m以上，幅0・62m，深さ14cmを測る。全体に遺構の

残りは良くない。埋土は黒褐色粘質土に樺色ロームを少量混入するが，北側の方はロームの混

入が多い。
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第3章調査の記録

SKO4・06

SKO4土層名称

－1．－－．－．．一・一－一一一．一一一一

uOC・9＝1

「

言∴一一
1．暗褐色粘質土

Fig．52　SKO2．04・06（1／40）　　　2．1に炭化物を若干含む　　　笠田一．．；　－1！m

出土遺物　弥生土器から中世の瓦質土器の細片が，点出土した。SK06は弥生時代後期頃の

SR02に切られており，瓦質土器の出土はその時期に似合わないものである。埋土状況から見て

も，中世の瓦質土器片は混入品と考える。

SKO7（Fig・53，PL．36）

西側中央で検出した平面形状が楕円形を呈する土坑。長さ0・71m，幅0・6m，深さ10cmと浅く

皿状に窪む。その内に器台が1点出土した。埋土は明褐色ローム粘土ブロックである。器台は

上半を削平されている。

出土遺物（Fig．54，PL．38）2は器台の1／2片で，受部を欠失する。復元脚端径16・0cmを測

る。頸部の締りは上位にある。外面はナナメの平行叩き，内面は指おさえ痕が残る。色調は橙

色を呈し，胎土は粗砂粒を多く含む。

溝状遺構

南北方向に並行する溝を3条検出した。

SDOl（Fig・55，PL．35・37）

調査区西側で検出した主軸を略北に取る溝で，わず

かに東側に湾曲する。確認長11・8m，幅1．0～1．4m，深

さ20cm前後を測る。かなり削平を受けており浅い。埋

土は褐色土で，衷土に近く，新しい印象を受ける。

出土遺物（Fig．56，PL・38）弥生土器や古墳時代の

土師器・須恵器・中世以降の土師質土器・無釉陶器・

青磁などでの細片が出土した。

7は陶器の片口口緑部1／6片。復元口径16・0cmを測

る。口縁部は玉線状を呈し，内外面に浅オリーブ黄色

釉がかかる。8は土師器の皿1／8片。復元底径11・0cmを
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7・第157次調査
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Fig・54　SKO2．05・07・出土遺物（1／3．1／4）

測る。内外面ナデ調整。色調は浅黄橙色を呈し，胎土は1mm内外の砂粒を含む。

SDO3（Fig．55，PL・35・37）

調査区中央で検出した南北溝で，SDOlから約3m程離れる。確認長は8．2m，幅は1．6～2．0

m，深さ76～86cmを測る。断面形は逆台形を呈し，底面のレベルは北側が下っている。また底面

には鉄分が沈着している。埋土は褐色土を主体とするが，南北両土層の断面観察によれば，底

面より15cm上のレベルに達するⅤ字溝が認められ，掘り直された状況を示す。掘り直されたⅤ

字溝の幅は0．84m，深さ36cmを測る。

出土遺物　弥生土器や古墳時代の土師器・須恵器，古代か、ら中世にかけての黒色土器・内黒

土器・土師器の細片が少量出土した。

SDO8（Fig．55，PL．35・37）

SD03から0・45～0．9mの間隔を持ち，確認長は6．8m，幅1．8～3．6m，深さ36～50cmを測る。

壁面は撹乱によってかなり乱れ，また北端は撹乱土坑が切る。底面は溝中央部で1段下がり，

北側へ深くなって行く。断面形は凸レンズ状から逆台形状へ変化する。埋土はSD03と同じよう

に褐色土を主体とするが，下層は明褐色地山ロームブロックが多くなる。

出土遺物（Fig．56，PL・38）　弥生土器や古墳時代の土師器・須恵器・中世の土師質土器．

須恵器・白磁などが出土したが，細片が多く，量も少ない。

9は白磁碗言縁部1／8片。復元口径14．0cmを測る。口縁部はやや端反り，体外面に菱形状の隆

起があるが，文様かどうかは不明。胎土に黒色の粒子が含まれる。10は土師器の皿？の口縁部

1／6片。復元口径13・0cmを測る。体部の器壁は肉厚で，鹿部との境は少し内窪み，鹿部は薄くや

や丸底。口唇部には浅い凹線が入る。色調は浅黄橙色，胎土は小砂粒をわずかに含むが，焼成

は良い。11・12は瓦質土器。11は捨鉢の鹿部1／4片。復元口径32．5cm，復元器高10．0cmを測る°
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第3章調査の記録

E L＝6・60m W

≡≡喜≡∃三三雲萱≡
SDOl南壁土層

SDOl南北壁土層名称
1．褐色土（表土）
2．褐色土（やや粘質で、硬くしまる）
3．褐色土（粘性があり、鉄分を含む）
4・明褐色土（地山ローム粒子を含む）

6．70m

SDOl北壁土層

6・50mW

SDO3・08南壁土層
1・暗褐色土（表土）
2．褐色土（表土）
3．褐色土（粒子が細かい）
4．褐色土で3よりやや黄味がかる
5・4で粘性が強い
6・褐色粘質土（粒子が細かく緻密）
7・6とほぼ同じだが、土器を少し含む、8との境にローム粒子を含む
8・7より暗く、炭化物を含む

9．褐色土（やや明るく粘性あり）
10．褐色土（明褐色ローム粒子をやや多く含み、粘質）
11．色土（10より明るく、明褐色粘土ブロックを底に含む）
12．褐色土（粒子が細かく粘怪が強い）
13．明褐色土（明褐色ロームブロックを含む）
14．明褐色ロームブロックと褐色土の混合
15．暗褐色土
SDO8北壁土層
1・撹乱
2．褐色土（粒子が細かく、炭化物を含む）
3．褐色土（2より粒子が細かく、粘性が強い）
4．褐色土（やや砂粒、炭化物を含む）
5．褐色土（粒子が細かく、粘性が強く、4より黄味をおびる）
6．黄褐色土（粗砂粒を含む）

7．5とほぼ同じ（土器片、粗砂粒を含む）
8．褐色土に明黄褐色ローム粒を含む
9・褐色土にローム粒子を含む

SDO3．08南壁土層

L＝6．30m

SDO3北壁土層

2m
L一一一日ロー－一一一一一一一十二一1　一」

Fig155　SDOl・03．08土層（1／40）

全体に使用による磨滅がひどく，内面に7本単位のおろし目の条線がかすかに残る。色調は灰

白色。胎土に1～5mmの粗砂を多く含む。12は鍋の口綾部と鹿部片。復元口径45．0cmを測る大

鍋。口緑直下三角の突帯が付く。外面は全体に指おさえ痕が明瞭に残り，内面はヨコ刷毛を施

す。外面には煤が付着する。色調は浅黄橙色を呈し，胎土は1～4mmの砂粒を多く含む。

遺構面出土遺物（Fig．54，PL・38）

4は管状土錘の破片で，現存長3．0cm，直径1・7cm，孔径0．5cmを測る。磨滅が著しい。色調は

淡黄色を呈し，砂粒を多く含む。
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SDO8

＼

SDOl

＼

＼一」■二が6
1

一一一‾　予＿亭

9

ヽ

＼
．、

10cm

Fig・56　SDOl・08出土遺物（1／4）
」111－⊥一一＿－」

3）　小　結

以上調査の概要について述べたが，ここではそれらの若干のまとめを行なう。土壌墓SR02の

時期についてであるが，ここから出土した鉄鎌は推定の長さが15cm以下の小型の鎌であり，普
（註1）

通この種の鎌は弥生時代終末期頃に出現する。また鉄斧については折り返しの両端が完全に密

着し，完全な袋部を造り出している。この種の技法は大陸から伝来した技法であり，福岡県の

スダレ遺跡や吉ヶ浦遺跡などで中期前半に逆上る例があるが，それらは舶載品ではないかとさ
（註2）

れている。この袋部を密着させる技術が定着するのが古墳時代前期末とされる。ここでは弥生

時代後期頃の土器片が出土しているが，時期としては弥生時代後期終末から古墳時代前期の間

としておく。またSD01・03・08はそれぞれ第86次の4号．5号溝，第64次の2号溝，第121次

のSDOl溝とつながるもので，特にSD03は方形の区画を形成しており，その規模は南北約58m，

東西約50mを測る。現地形の有様からしてこの区割溝は台地の先端をL形に区切るもので北側

にはなかったかもしれない。時期は16世紀前半から中頃である。

註1松井和幸「鉄鎌」『弥生文化の研究5道具と技術Ⅰ』1985

註2　橋口達也「ふたたび初期鉄製品をめぐる二，三の問題」日本製鉄史論集1985
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8．第162次調査（調査番号9034）

1）調査地区の地形と概要

調査区は早良区小田部1丁目108外に所在し，八手状に北へ分岐して広がる有田・小田部台地

の東から2番目台地の，東側斜面上に立地する。現状は空地であり，標高は6．5mを測る。調査

区は昭和59年より開発申請が出され，試掘調査を行ない，西側台地部分に遺構が確認されたの

で，要調査として対応していた。今回そこに共同住宅が建設される事になった。対応の手違い

から工事直前に発見した為，緊急に建物部分を中心に調査を行なう事となった。発掘調査は平

成2年9月10日～14日迄実施し，調査面積は132㎡である。

調査区周辺は余り調査が行なわれておらず西側に3a次・163次地点などがあり，また北東側に

古墳の筑紫殿塚があったといわれている。遺構は表土の暗褐色土50cmの下で検出した。遺構面

は灰白色粘土で，かなり削平を受けている。東側は谷部となり，その堆積は上下2層に分かれ

る。上層は地山ローム土による埋土で，区画整理時のもの。下層は下が黒褐色粘土，上が暗灰

褐色粘土を中心としている。検出した遺構は土坑1基，溝3条，ピット群などである。ピット

は散漫で，建物としてはまとめえなかった。出土遺物は少なく，コンテナ1／2箱である。

2）遺構と遺物

土坑

SKO3（Fig．58，PL・39）

西壁沿いで検出した平面形状が舟底形を呈す土坑。長さ1．17m，幅0．63m，深さ47cmを測り，

底面は西側に狭いテラスを持ち，また東側に幅55cm，深さ7cm程の楕円形状の落込みがあり，そ

こ迄の深さは54cmを測る。埋土は淡黒褐色粘質土に黄褐色ロームブロックを混入する。

出土遺物　土師器の細片が1点出土しているが，時期は比定出来ない。

溝状遺構

SDOl（PL．39）

南端で検出した北西方向に主軸を取る溝で，SD02と並行する。幅80cm，深さ30cmを測り，全

体に浅い。溝の断面形は逆台形を呈する。埋土は淡黒褐色粘質土に灰白色ロームブロックを少

量混入するが，下方は混八が多い。

出土遺物（Fig．59，PL・39）古墳時代から中世にかけての土師器類，須恵器，中国産青磁な

どが少量出土した。大半が細片で，図示出来るものを示す。

1は土師器の甕。口縁部がやや外反する器形の小片である。器壁は荒れ調整不明。色調は橙

色を呈し，胎土は砂粒を多く含む。2はうち黒土器の椀口綾部細片。内面はへラミガキ。外面

はナデ。色調は外面が橙色，内面は黒色。胎土は精良。3は須恵器。口緑部片だが，器種は不
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8．第162次調査

明。言緑直下に1条の突帯が巡る。脚台付の短頸壷であろうか。4は青磁椀1／16片で，復元口

径16．2cmを測る。内面には櫛措状の白っぽい条線が入る。

SDO2（PL．39）

SDOiの北側に並行する溝で，幅75cm，深さ10cmを測る。SDOlとの間隔は40cmを測る。埋土は

暗褐色粘質土で，下層は灰白色ロームを混入するSD01とほぼ同形態の溝である。

出土遺物（Fig．59，PL．39）弥生土器や古墳時代から中世にかけての土師器，褐釉磁器など

の細片が23点出土した。

5・6は土師器皿。5は1／10片で，器高は推定で1・3cmを測る。磨滅が著しく，調整は不明。

6は鹿部1／6片で，復元底径6．8cmを測る。内外面は磨滅し，調整は不明。色調は5がにぷい橙
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0　　　　　　　　　　　　1m
！－　　　L1－－－－－－－一：：」

Fig．58　SKO3・調査区南壁土層（1／40）

E L＝6．20mW

」　　二　二一－

．／

南壁土層名称
1．暗褐色土（表土）
2．橙色ロームブロックに暗褐色・黒褐色粘質土混入（埋土）
3．橙色ロームブロックと暗灰褐色粘質土の混合
4．3よりロームブロックの混入が少い
5．やや暗い暗褐色土
6・暗灰褐色土
7．暗い灰褐色土
8．黒褐色粘質土
9．8より明るい黒褐色粘質土

10・黒褐色粘土（軟質）
11．灰褐色粘質土に黄白色ロームブロックをやや多く混入
12．暗灰色粘土に育灰色粘土をわずかに混入

色，6は橙色を呈し，胎土は6に金雲母を少量含む。

SDO4（PL・39）

北側で検出した小満で，主軸方向はSDOl。02に近い。確認長は3．84m，幅30cm，深さ3～6

cmを測る。埋土は黒褐色粘質土に地山ローム土を少量混入する。出土遺物はなかった。

3）　小　結

台地上で遺構を検出したが，全体に残りは不良

であった。ピット群は遺構としてとらえられなか

った。遺構の時期は出土遺物から中世の12～13世

紀頃に位置ずけられよう。

東側低地部は区画整理時に埋立てられたものと

思われるが，それ迄は堆積土から見て，水田と考

えられる。崖面の削りはそれ程古くないが，区画

整理以前のものである。この周辺は余り調査が行

なわれていないが，今回の調査から台地落際縁辺

には遺構の遺存する可能性がある。また古墳址も

存在する可能性があるので，今後も注意を要する。
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Fig．59　第162次調査区出土遺物（1／4）



9．第144次調査

－有田地区の調査－

丁

Fig．60　第144次・156次調査区位置図（1／2．500）
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9．第144次調査（調査番号8844）

1）調査地区の地形と概要

申請地は早良区有田一丁目25－4に所在し，有田・小田部台地の北西及び北東から細長く開析

する谷部に挟さまれた狭小なくびれ部の中央やや西側に位置する。標高11．3mである。
（註1）　（註2）

周辺では40次・108次・124
（註3）

次調査が実施されており，それ

ぞれ中世の溝2・土壌墓2，古

墳時代竪穴住居2・奈良時代溝

1・掘立柱建物5・中世末濠2．

近世以降溝5，弥生～古墳時代

竪穴住居7・古墳～中世掘立柱

建物・奈良時代溝1．平安時代

溝1・井戸2を検出している。

当該地も当初より遺跡の存在が

予見され，昭和62年12月家屋の

改築のため建築確認の申請がな

されたの契機に63年3月に試掘

調査が行なわれ，柱穴多数が検

出された。

本調査は同年12月8日より12

月26日まで実施され，申請面積

429I㎡中405I㎡の調査面積となっ

た。調査中の排土は区内で処理

したため調査は南北で二分割し

て行なわれた。昭和42年の区画

整備事業で大きく削平を受けた

様で，表土下10～15cmで鳥栖ロ

ームの基盤層に達し，遺構の残

りは悪い。

検出された遺構は古墳時代竪

穴住居址の痕跡1・土壌1・古
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9．第144次調査

墳時代後期～奈良時代の柵列1条と古墳時代～中世を中心とす

る柱穴多数である。大部分が調査区南西部に集中し，北半部で

はほとんど検出されない。旧地形は北側が高かった様で区画整

備で削平され切っていると思われる。

遺物もほとんどが柱穴内から検出されたもので量は極めて少

なく，土師器・須恵器・白磁・滑石製臼玉等でコンテナ1箱に満

H＝11．型m　たない。

H＝11．30m

a′撃墜≡
Fig162　SCOl（1／80）

Fig．63　SKOl（1／40）

2）遺構と遺物

丁住居址SCOl（Fig．62・PL・31）
調査区南東で検出された4本組みの柱穴で，竪穴住居址の主柱

穴の残存と考えられる。南北方向の柱間がやや長く，長方形を

H＝11・2mi

0　　　　　　　　　　　1m

。・諺
L工－111；　　　　　l

なしており長軸をN－28。－Eにとる。方位は座標北

が基準である。

それぞれが柱穴2個単位の切り合いになってお

り建て替えが一度行なわれ拡張された様である。

前代で柱間1．8～2．1mX2・15～2．2m，後代で2・1

～2．2mX2．4～2．5mを測る。

柱痕跡は径15cm程で深さ35cmが残存する。

■∠一」ヾゝ＞4

Fig164　SCOl出土遺物実測図（1／2・1／4）
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出土遺物（Fig・64，PL．31）

1は土師器高塀の師部で口

径18・6cmを測る。器表が荒れ

ており調整不明。2は髄取手，

3は高塀の脚部で，ゆるく張

り気味に開く体部から「ハ」

の字状に端部が直線的に屈曲

して開くもので，復元径11・8

cmを測る。外面は指頭圧痕が

残るが細かな調整は不明。内

面にはヨコ方向のへラケズリ

痕が残る。4も同じく土師器

高塔の脚部で3と同じ柱穴内

より検出した。ラッパ状に開



第3章調査の記録

く体部から外反する端部が鋭く開いて上方に跳ね上がり地に接しない。暗

赤褐色で胎土は精良。器壁が荒れており，細かな調整は不明である。

土鳩SKOl（Fig・63，PL．31）

SC01の西側に位置する。南北両端を撹乱部に切られ，西側は調査区外の

ため全容が明らかでないが，残存部で2・0×0・75m，深さ6cmを測る。長方形

をなしており，方位はSC01に近く長軸でN－74。－Wをとる。床面は平坦で

あり竪穴住居址の残存の可能性を考えらる。床面から若干浮いた状態で土

師器甕の胴部を検出しているが図化に耐えない。

柵列SAOl（Fig．65，PL．30・31）

今調査の主となる遺構で，南北方向に直線上に並ぶ柱穴6個，7間分を検

出している。方位はN－20。－Wにとる。北端．南端部は区画整備で，SP50の

南北とSP49両の部分は撹乱で失なわれているが，調査区外の南北方向に

さらに伸びるものと思われる。

他の柱穴に比べて掘方が大きく径60cm前後を測る。断面は逆台形で床面

は平坦である。柱痕跡は18～20cm程で覆土は黒褐色土である。柱間は残存

部で南からそれぞれ2．0，2．15，1．90mを測る。

他の柱穴群はこの柵列の西側に集中しており，柵列が方形に区画を囲む

ものとすれば，関連する建物群は本調査区の西側に分布する可能性が高い。

柱穴からの出土遺物は土師器甕の小片のみで時期の決め手を欠くが，周

辺の成果から勘案すると古墳時代後期～奈良時代の可能性が高い。

その他の遺物（Fig．64，PL．31）

5は中国北宋後半代の白磁碗の口緑部で，端部は玉縁をなし，灰白色の

透明釉が外面体部中位まで掛けられている。SPll出土。11世紀後半～12世

紀中頃。6は滑石製の臼玉で径5mm，厚さ1．5mm。SPOl出土。古墳時代であ

ろう。

SP43土層断面
a層　黒褐色土（ロームブロックを猶含む）
b層　黒褐色土（ロームブロックを宛含む）
C層　黒褐色土（ロームブロックを％以上含む）

Fig．65　SAOl（1／100・1／20）
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Fig．66　周辺調査区遺構図（1／2．000）

9．第144次調査

3）小　結

検出した遺構は竪穴住居址1戸，住居址の

可能性も考えられる土壌1基，柵列1条であ

る。

竪穴住居址は主柱穴のみの検出である。柱

穴内の遺物は3が布留式的で古い要素が残る

が，他は須恵器供判の時期であり，6世紀代の

ものと思われる。周辺の108・124次でも検出

されており，これらの住居址群の広がりの一

部をなすものである。

土壌は明確な時期を確定する遺物に乏しい

が，形状は竪穴住居址に近く，土師器甕から

推して古墳時代後期と考えられる。

柵列も同じく時期決定の確実な遺物を欠く

が，これに近い方向（N－11。－E）を取る溝が108・124次調査で検出されている（Fig・66）。時期

は8世紀中頃に比定され，早良平野の条里の方向とも一致している。他に南側の40次調査区検

出の遺構がこれより8。程西偏するが柱痕跡の覆土．掘方の規模形態・柱間等，類似点が多く関

連性が強いと思われる。25。程東偏するが同様の一本柱の柵列は当調査区南側150m程の第107・
（註4）（註5）

133・146・148次調査区でも検出されており6世紀中頃以降7世紀前半以前に比定されている。

よって当該区の柵列は古墳時代後期～奈良時代に比定して大過ないものと思われる。（加藤）

註1福岡市教育委員会「有田．小田部第4集」　福岡市埋蔵文化財調査報告書第96集1983年

註2　　　　　　　同　「有田・小田部第8集」　同155集1987年

註3　1987年調査

註4　福岡市教育委員会「有田・小田部第11集」　福岡市埋蔵文化財調査報告書第234集1990年

註5　1990年調査
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10．第156次調査（調査番号8979）

1）調査地区の地形と概要

申請地は早良区有田1丁目12－2に所在し，八手状に開析した有田・小田部台地東端の北に細

長く延びる小支丘の基部近く，東側緩斜面に位置する。標高は9．0mである。
（註1）　（註2）（註3）

周辺では50m程北側で第8次・21次・69次調査が実施されており，それぞれ掘立柱建物

1・古墳時代竪穴住居址3，古墳時代初頭竪穴住居址1・掘立柱建物1，古墳～律令時代掘立

柱建物1・土壌2・中世溝2が検出されている。

昭和63年12月12日，家屋の改築のため建築確認の申請がなされた事により同年12月23日試掘

調査を実施，竪穴住居址と柱穴を検出，本調査を実施する事となった。

本調査は平成2年3月8日より同年3月31日まで実施され，申請面積165㎡中131㎡の調査面

積となった。調査中の排土処理を調査区内で行なったため調査は南北二分割で行われた。

従前の削平が著しく，表土下20～30cm程で黄白～淡桃色の八女粘土の基盤層に達する。遺構

の残りは極めて悪い。

検出された遺構は古墳時代前期の竪穴住居址2戸，古墳時代～古代の掘立柱建物1棟，中世

の掘立柱建物1棟，近世の流路1条，古墳時代～中世の柱穴多数である。

遺物は縄文後期末から近世にまで及ぶが量は少なく総量でコンテナ1箱に満たない。

2）遺構と遺物

住居址SCOl・06（Fig・68，PL・33）

調査区中央部西側で検出され，不明瞭ながら住居2戸の切り合いと思われる。

SCOlは3．3×3．3mのややゆがんだ正方形で方位をN－15°－Eにとる。残りは極めて悪く，床面

までの深さ1～2cm，幅12cm深さ4～5cmの周壁溝がめぐるため住居址と確認できる程度であ

る。壁溝は北の中央部と南の西半が途切れる。主柱穴はSP09と中央の炉横の柱穴の南北方向の

2本柱と思われる。柱間は1・7m。

SC06は調査終了後，資料の検討によって確認したもので，01に切られており，SCOl外側の地

山に浸み込んだ覆土の汚れで判断すると一辺2．7mの方形をなす。南半が2cm程方形に下がって

おり，その中央部に炉と土壌をもうけている。主柱穴はSP08・11・14・29の4本柱と思われ，

柱痕跡は15～16cm程，柱間は1・8～2・4mを測る。方位はN－54。－Eをとる。他に調査区南西部に

一辺2・5mの方形の浸み込みが有り（PL33－5）住居の可能性が考えられる。

出土遺物（Fig．73，PL・34）

03は土師器甕の口緑部で口径14．6cm。外面はナナメハケ調整後，ヨコナデ，内面はヨコハケ
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10．第156次調査

後ヨコナデ，口唇上面と外面端部下をハケ

調整具でナデくぼませ突帯状に仕上げてい

る。04～06は小形丸底相で04は径9．7cm。言

緑は長く直線的に外反し，端部は丸く仕上

げる。調整不明。05は口径10・6cm。口縁は

短かく調整はナナメハケ後ヨコナデ，頸部

のくびれは小さく胴部外面はケズリ様の板

ナデ内面はナナメ方向の指頭圧痕が残る°

06は胴部で径10cm。器壁が原田で外面はヨ

コパケ。07は高塔脚部で径14・2cm。直線的

に開き端部は凹線気味に仕上げる。外面は

調整不明，内面はナナメパケ調整が残る。

掘立柱建物

SBO2（Fig．69，PL・33）

調査区北側中央部に位置する2間

（4．0m）×1間（2・4m）の建物で，主軸

をN－0－2。－Eにとる。柱痕跡は径約

18cm。掘方径は40～50cmである。時期

＼＼、を比定する遺物の検出はない。

SBO3（Fig・70，PL．33）

SC01南側に位置する2間（3．5m）×

／′／1間（1．6m）の建物でSB02より一回り

小振りである。主軸をN－42。－Wにと

る。柱痕跡は15cm，掘方径は25～30cm

を測る。柱穴内より糸切り土師器皿を

検出している。

流路SDO5（Fig．71・72，PL．33）

調査区の南部を東西方向にカギ状に

流れている不整形のもので幅0．3－1．3

mを，深さ0．8～1・4mを測る。

土層を観察すると鋭い逆Ⅴ字状の砂質土層が数度切り合って堆積しており（Fig71）水流が鋭

く削り込みながら幾度か堆積している様子が伺がえる。また，この水成堆積土下に暗褐～黒灰

色の覆土が有り（Fig72），柱穴も見受けられる（PL33－8）。よって低い位置に連なる様に並んだ
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11・12は8世紀前半～中頃の須恵器高台塔の鹿部で，

軟弱な遺構覆土部分や亀裂を自然の流れが

つなぐ様に流れた結果形成されたものの様

である。

出土遺物（Fig・73，PL．34）

25は褐釉の陶器瓶で内外全面に施釉され

肩部に乳青色の草木釉が垂れる。頸部が有

段をなし，肩部は稜をもって強く屈曲する。

胴部は一部タテ方向にナデくぼませてい

る。肩部径11・4cm。胎土は灰色。26は陶器

捨鉢で口縁が玉縁をなす。内面から口縁外

面まで暗赤褐色の不透明釉が施釉されてい

る。27は土師質の土鈴である。他に唐津二

彩の縁皿等を検出しており，九州産の

18～19世紀代の遺物が主流を占める。

その他の遺物（Fig．73，PL．34）

他に柱穴内とSCOl・SDO5内に混入した

形で多時期にわたる遺物を検出している。

01は後期末～晩期初頭の浅鉢口綾部で

SP21出土。暗灰色の胎土に白色の微砂粒を

多く含む調整は粗いナデ様のヨコケンマ。

2は弥生中期初頭の甕口緑部でSC01出

土。08は土師器甕で表土出土。口径17・8cm。

09～19はSD05出土。09は須恵器で塔ⅠⅤ期。

受部径11・8cm。10は須恵器甕胴部を二次加

工した円盤で，周縁を細かく打ち欠いてい

る。全面に擦痕・摩滅痕が見受けられる。

11で鹿部径8・2cm，12で7・8cmを測る。13は

銅製鋳帯の錠尾で，長さ4．4cm幅3．6cm高0．9cmを測る。鋸化が著しくもろくなっているが外面

には黒褐色の漆の被膜が残っている。内面には帯に固定するための円柱状の突起が4ヶ所残っ

ている。奈良時代のまとまった遺構はSB02の可能性も有るが，同時代の遺物を検出する柱穴は
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4ヶ所散漫に分布している（Fig67）。14は11～12世紀北宋代の白磁碗，15も同期の中国製陶器

鉢。16は同安窯系青磁碗の小片，17は龍泉窯系鏑達弁文碗の小片。18は明青花碗の口縁部で，

内面に1条，外面に2条の圏線と蓮子文を施す。19は備前Ⅴ期の捨鉢で口径21・8cm。20は土師器

碗の鹿部で底径6・2cm，SP36出土。21も同じくSP36出土の土師器皿で口径10cm器高1・4cmを測

る。鹿部へラ切り，11世紀代。22はSP56出土の土師器皿で口径8．2cm器高0・9cm，23はSP59出

土で口径9・2cm器高1．3cm，24は表土出土で，口径9．2cm器高0．8cmでいずれも糸切り・板圧痕が

残る。13世紀代。中世の遺構（柱穴）は主に南半部に多く，殊に南西部に集中する（Fig67）。

3）小　結

1．遺構に伴わないが縄文時代後期末～晩期初頭の浅鉢の小片を検出しており，有田遺跡群内

では稀少な資料である。

2．弥生時代中期初頭の資料を検出したが縄文と同様一片のみで遺構に伴っておらず集落が広

がっているとは考え難く，現在まで当該地の支丘上で弥生中期の遺構の検出は無い。

3・古墳時代は竪穴住居址を2戸検出した。遺物から古墳時代前期と思われ，148次調査区付近

を中心とした径500m程の集落の一部をなすものである。
（註4）

4・奈良時代の遺物と柱穴を数個検出した。殊に銅製の鋳帯飾は第3次調査の蛇紋岩製巡方に次

いで2例日である。第101次調査区を中心に8世紀前半～中頃の南北96m東西85mの方形の
（註5）

溝に囲まれた掘立柱建物群が検出されつつあり，官衛の様相が強く，これに関連する遺物で

あろう。SB02の方向もこれに近い。

5．古代末～中世，16世紀代までの土師器・貿易陶磁を検出したが，明確な遺構はSB03のみで

ある。遺物の量は13世紀代が多くを占める。

6．18～19世紀代の自然流路を検出，銅製錠尾等，多時期にわたる遺物を多く検出した。
t．

（加湊）

註1福岡市教育委員会「有田・小田部第2集」

註2　　　　　同　　　「有田・小田部第1集」

註3　　　　　同　　　「有田・小田部第5集」

註4　　　　　同　　　「有田・小田部第8集」

註5　　　　　同　　　「有田・小田部第11集」

福岡市埋蔵文化財調査報告書第81集1982年

同

同

同

同

58集1980年

110集1984年

155集1987年

234集1990年

－86－



付論

福岡市有田遺跡第126次調査出土の弥生時代人骨

中　橋　孝　博

九州大学医学部解剖第2講座

はじめに

福岡市の西南に広がる早良平野，その北部に位置する有田・小田部地区では，1966－1968年

度の九州大学考古学教室による発掘調査を皮切りに，現在にいたるまで150次余りにわたる調査

がなされてきた。この間，古くは旧石器時代から近世に至るまでの多彩な遺構，遺物が検出さ

れ，とりわけ弥生時代初頭の，板付を上回る環濠集落の存在があきらかにされるなど，考古学

的に注目されるべき地域であることが明らかになりつつある。ただ，これまでのところ，そう

した考古資料をこの地に残したヒトの痕跡，つまり人骨資料については，残念ながらこれとい

った出土を見なかった。しかし，1987年夏に実施された第126次調査によって，ようやく弥生時

代所属の人骨2体が検出された。

北部九州一帯は弥生文化の先進，中枢域であり，現在，そうした弥生社会の生成に携わった

弥生人達が，その後の日本人の形成に極めて重要な役割を果たしたとの認識が急速に広がりつ

つある。そうした中で，当地の弥生人についてのより精緻で豊富な知見を蓄積していくことは，

今後の研究進展を図る上でますます重要視されていこう°今回出土したのは僅かに2体であり，

この地の弥生人を代表させるにはまだ不十分ではあるが，従来からの資料空白地帯がこれによ

って僅かでも埋められた訳であり，その出土の意義は小さくない。幾つか興味深い知見も得ら

れたので以下にその知り得たところを報告する。

資料・方法

有田遺跡第126次調査は，1987年夏（8月4日－26日），福岡市早良区小田部1丁目34－9番地にお

ける住宅建設に伴って実施され，弥生時代前期末－中期前半にいたる50基の甕棺が検出された。

人骨はその内，中期初め所属の甕棺2基（ST－1，2号）から出土したものである。ST－1号は

欠損部が多いが，ST－2号は保存状況が比較的良好で，．ほぼ全身にわたる観察が可能であった。

計測は主にMartin－Saller（1957）に従い，その他，HoweIls（1973），鈴木（1963）の方法によっ

た。また，顔面平坦度の計測は山口（1973）に従い，性判定には筆者らの方法（Nakahashi　＆

Nagai，1986；中橋，1988）を援用した。
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付　論

計測・観察結果

1．ST－1号（女性・熟年）

頭蓋では下顎，体部では上半身の殆どを欠くが，他の部分は比較的良好な状態で遺存してい

る。乳様突起を始めとする頭蓋各筋付着部の発達の弱さとその計測結果，及び下肢骨骨幹の細

さから女性と判定され，また，主縫合内板の癒着がかなり進行し，歯の唆耗が2－3度に達し

ていることから，熟年に達した人骨と考えられる。なお，右頬骨弓部に微かながら赤色顔料の

付着が確認された。

1－1，頭蓋骨

計測結果を表1，2に示した。また，北部九州弥生人を基準線とした偏差折線を図1に示し

た。

頭蓋骨ではまず最大長の小ささが目につき，このためその長幅示数は83．1とかなりの短頭型

となっている。また，頭高もやや低く，脳頭蓋全体がかなり小さい。ちなみにそのモズルス値

は142．3で，これは例えば近隣の金隈弥生人（148．8）はもとより，さらに中頭の現代人女性の平

均146．6をも下回っている（中橋，他，1985）。

顔面部は左部を欠くが，推定値で見る限り，かなりの高顔傾向が窮える。その上顔示数は52・2

で，従来より北部九州・山口地方から出土している弥生人の平均に近く，西北九州弥生人（内藤，

1971），及び縄文人（清野・宮本，1925；金高，1928）とは確差が見られる。同傾向は顔寓や鼻部

の各計測値，示数値でも確認できる。鼻根部の平坦性も強い（鼻根攣曲示数－88・3）。

歯式を以下に示すが，風習的抜歯の痕跡は認められない。

（○：歯槽開放，×：歯槽閉鎖，／：欠損，△：歯根のみ）

1－2，四肢骨

上半身は消失しているので，下肢での結果のみ得られた。その計測，比較結果を表3に示し

た。

全体的にかなり華奪な傾向が見られる。長，幅径ともに，この地域の弥生人としては短く，

かつ細い。骨幹断面には，柱状性，偏平性はみられず，筋付着部の発達も比較的弱い。

推定身長は，大腿骨最大長にPeason法を適用すると145・2cmとなり，低身長で知られる西北

九州弥生人や，縄文人に較べてもなお低い（表4）。

2，ST－2号（男性・熟年）

ほぼ全身骨が良好な状態で遺存している。主に恥骨形態から男性と判定され，縫合の愈合が
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表1有田遺跡第126次調査出土弥生時代人骨、頭蓋計測値

男　　性　　　女　　性

ST－02　　　　ST－01

1　　　頭蓋最大長
8　　　　頭蓋最大幅
17　　　　Ba－Br高
8／1　　　頭長幅示数
17／1　　　頭長高示数
17／8　　　　頭幅高示数
5　　　　頭蓋基底長
9　　　　最小前頭幅
23　　　　頭蓋水平周
24　　　　横　弧　長
25　　　　正中矢状弧長
43　　　　上　顔　幅
44　　　　両眼駕幅
45　　　　頬骨弓幅
46　　　　中　顔　幅
47　　　　顔　　　高
48　　　　上　顔　高

47／45　　　　顔示数（K）
47／46　　　　顔示数（Ⅴ）
48／45　　　　上顔示教（K）
48／46　　　　上顔示教（Ⅴ）
51　　　眼寓幅（左）
52　　　　眼寓高（左）

52／51　　　眼駕示数（左）
54　　　　鼻　　　幅
55　　　　鼻　　　高

54／55　　　　鼻　示　数
50　　　　前眼寓間幅
F　　　　鼻根横弧長

50／F　　　　鼻根攣曲示数
57　　　　鼻骨最小幅
72　　　　全側面角
74　　　　歯槽側面角
65　　　　下顎頭間幅
66　　　　下顎角幅
68　　　　下　顎　長
69　　　　オトガイ高
69（3）　　　下顎体厚（左）
70　　　　下顎枝高（左）
71　　　下顎枝幅（左）

71／70　　　　下顎枝示数（左）
79　　　　下顎枝角

180

137

133

76．1

73．9

97．1

102

95

517

302

361

111

104

136

110

118

76

86・8

107．3

55．9

69．1

46

36

76．6

27

53

50・9

18

19

94．7

7

80

72

135

（112）

107

33

14

58

41

70・6

121

166

135

126

83．1

75．9

93・3

85

92

485

（294）

357

（103）

（134）

（104）

70

52．2

67．3

43（r）

35（r）

81．4（r）

24

49

49・0

15．9

18

88．3

6．9

表2　主要頭蓋計測値の比較（女性）

付　論

有田126　　　北部九州・山口1）　西北九州2）　広　田1）津雲．吉胡3）
（弥生）　（弥生）　（古墳）　（弥生）　（弥生）　（縄文）
ST－i N M N M N M N M N M

1頭蓋最大長
8　頭蓋最大幅
17　Ba－Br高
8／1頭長幅示数
17／1頭長高示数
17／8　頭幅高示数
45　頬骨弓幅
46　中　顔　幅
48　上　顔　高

48／45　上顔示数（K）
48／46　上顔示数（Ⅴ）
51眼駕幅（左）
52　眼寓高（左）
52／51眼駕示数（左）

出番　慧
54／55　鼻　示　数

166　　132176．7　　37175・6　15178・1　22159．7　　46176・1　57172・8

135　　135137・9　　33137・3　15139．3　　23144．4　　49141．5　　57134．0

126　　104130・0　　30129・6　　7127．3　　8127・1　21129．7　　57131・3

83．1117　78．0　　28　78．5　15　78・2　18　90．2　　4180．3　　57　77．6

75・9　　99　73．8　　27　74．2　　7　71．2　　7　79・9　　20　73．6　　57　76．0

93．3　　94　94・7　　2193・9　　7　92・5　　8　90・4　　20　91．9　　57　98．0

（134）　　94131・4　　27131・2　　6130．2　　4126・0　10132・6　　57123・9

（104）　100100・0　　31100・4　1195．9　　6　91・8　　23　99．7　　57　93・4

70　　　96　69．5　　33　67・7　12　60・9　　4　62・0　17　62．0　　55　68・2

52・2　　77　53．0　　23　51．7　　　6　47．6　　3　47．9　　　7　48．0　　55　55・0

67．3　　86　69・5　　27　67・7　1163．5　　4　65・3　14　62．3　　55　72・9

43　　　98　41・6　　3141．3　10　41・1　　4　39．3　　22　41．7　　57　40．5

35　　　97　33・9　　34　33．9　10　31・2　　4　30・3　14　32．6　　57　34・0

81・4　　94　81．5　　3182・2　10　75．9　　4　77・7　13　78・0　　57　83・9

24　　105　26・4　　32　25・9　12　26．6　　5　24・8　　27　25・4　　57　25・0

49　　104　49．6　　32　48・5　12　46・3　　4　44・0　　2144．9　　57　48．6

49・0　100　53．3　　30　53．8　12　5714　　4　58・0　　20　56．1　57　51・4

1）中橋・永井（1989），2）内藤（1971），3）清野・宮本（1925）；金高（1928）
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表3　下肢骨計測値（女性、左）

付　論 有田126
ST－01
r l

北部九州　　山　口　　大友1）　津雲2）　九州3）
（弥生）　（弥生）　（弥生）　（縄文）　（現代）
N M N M N M N M N M

1最大長
2　自然位長
6　中央矢状径
7　中央横径
8　中央周
9　骨体上横径
10　骨体上矢状径
8／2　長厚示数
6／7　中央断面示数
10／9　上骨体断面示数

脛　骨
1全　長
1a最大長
8　中央最大径
8a栄養孔位最大径
9　中央横径
9a栄養孔位横径
10　骨体周
10a栄養孔位周
10b最小周
9／8　中央断面示数
9a／8a栄養孔位断面示数
10b／1長厚示数

排　骨
1最大長
2　中央最大径
3　中央最小径
4　中央周
4a最小周
3／2　中央断面示数
4a／1長厚示数

372　　　372　　　34405・5　　30403．9　　5386．8　16385．4　13380・1

368　　　368　　11403．0　　26399．5　　4378．3　16379．9　13375．9

25　　　25　　112　25・7　　50　25．5　30　25．5　24　25・3　13　23．6

24　　　24　　112　26．3　　50　26・2　　30　25・2　　24　24・1　13　23・2

77　　　77　　111　81・5　　50　80・9　29　80．4　24　77．8　13　74．2

28　　　27　　　83　30．5　　50　31・0　30　29．7　25　28．5　13　27．5

23　　　23　　　86　23．2　　50　23・0　30　22．7　25　22．0　13　21．3

20．9　　20．9　11　20．8　　26　20．2　　4　20・3　15　20．6　13　19．8

104．2　104・2　112　98．3　　50　97．5　31102．1　24105・6　13102・0

82．1　　85．2　86　76．4　　50　74・5　30　76．5　25　77．4　13　77．1

（288）　20324．3　　20326．8　　3313・0　10317・5　14301．0

（298）（295）　30329．3　　23331．0　　4324・8　10321．9　14306・6

22　　　22　　　46　′27．0　　31　26．9　24　27．6　　23　27．1　14　24・7

27　　　25　　　97　30．8　　42　30．5　19　30．4　21　30．5　14　28．1

19　　　19　　　46　20・4　　3119．1　26　19．7　23　17．7　14　18．8

22　　　21　　98　22．3　　42　21．6　20　21．1　20　19・2　14　21．1

66　　　66　　　46　74・5　　30　72・6　23　75．3　23　72．7　14　70・1

75　　　72　　　96　83・2　　42　82．2　18　81・6　20　81．6　14　78．2

64　　　63　　　82　68・6　　44　67．5　24　68・3　17　67．1　14　63．6

86．4　　86．4　46　75・7　　31　71・1　23　72．1　22　64・7　14　76・3

81・5　　84・0　97　72．4　　42　71．2　18　70．4　21　63．0　14　74．9

21．9　　20　21・3　　20　20・3　　3　21．4　10　21．3　14　21．2

2　328．0　　17324．0　　－

14　　　　　　　　34　14．7　　29　14．8

9　　　　　　　　34　9．8　　29　9．6　　－

38　　　　　　　　34　40・7　　28　41．0　　－

37　　　　　　　　　8　35．6　　21　37．3　　－

64．3　　　　　　　34　67・3　　29　65．2

2　10．8　　17　11・6　　－

5　315・4　14　300・6

20　14・8　14　12・9

20　　9．7　14　　8・6

20　43・0　14　36．8

17　36・0　14　32・3

20　65．5　14　67・6

5　11．6　14　10．8

1）松下（1981），2）清野・平井（1928），3）阿部（1955）；錆鍋（1955）

表4　推定身長の比較

男　性　　　　　女　性
N M N M

有田126　　　（弥）　　　　　　1162．5＊＊　1145．2

北部九州．山口（弥）　　　　　129162・6　　　87151・3

北部九州　　　（弥）
（福　岡）
（春　日）
（太宰府・筑紫野）
（小郡・甘木）
（飯　塚）
（佐　賀）

山　口

（土井ケ浜）

西北九州
大　友
広　田

北部九州
津　雲

吉　胡

北部九州
吉母浜

（弥）

（弥）
（弥）
（弥）
（縄）1）
（縄）＊
（純）＊2

山田（古）1）
（中）3）

80　162・1

20　163．0

15　162．3

17　162．4

8　160．7

2　161．6

15　162・1

16　158・8

15　159．1

14　154．0

8　159．2

13　159．9

22　158．9

40　162・8

18　159．7

52　151．2

20　151．1

7　150．8

16　151・8

3　150．7

2　150．9

4　150．2

35　151．4

24　151．1

8　147・9

2　149．0

10　142・8

6　150．5

16　147・3

18　147．7

15　150．2

22　146・5

＊　　右大腿骨最大長の平均値より算出　　＊＊　模骨最大長より算出
1）中橋．永井（1989），2）石沢（1931），3）中橋・永井（1985）
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図1．北部九州弥生人を基準とした偏差折線

11頭最大長

8．頭最大幅

17・Ba－Br高

8／1．頭長幅示数

45・頬骨弓幅

48．上顔　高

48／45．上顔示数（K）

51．眼寓幅（左）

52．眼寓高（左）

52／5土　眼寓示数（左）

54．鼻　　幅

55．鼻　　高

54／55．鼻示数

S T－2号（男性）

－2♂　　　－5　　　　0　　　　　。．　　　20．

S T－1号（女性）

－2α　　　－J O J　　　　20．

－20．　　－♂　　　0　　　　0．　　2。．　　－ZJ　　－♂　　　0　　　　0．　　2♂

内，外板ともかなり進行し，歯の嗅耗の程度も強い（2－3度）ことから，当男性人骨も既に熟

年に達しているとみなされる。なお，当人骨も頭蓋各所に赤色顔料の付着が認められた。

2－1，頭蓋骨

計測結果を表1，5に示す。

表5　主要頭蓋計測値の比較（男性）

有田126　　北部九州　　山　口　　西北九州　広　田＊　津雲．吉胡　西南日本1）

（弥生）　　（弥生）　（弥生）　（弥生）　（弥生）　（縄文）　（現代）
ST－2　　　N M N M N M N M N M N M

1頭蓋最大長
8　頭蓋最大幅
17　Ba－Br高
8／1頭長幅示数
45　頬骨弓幅
46　中　顔　幅
47　顔　　　高
48　上　顔　高

47／45　顔示数（K）
47／46　顔示数（Ⅴ）
48／45　上顔示数（K）
48／46　上顔示数（Ⅴ）
51眼寓幅（左）
52　眼駕高（左）
52／51眼寓示数（左）

侶「慧
54／55　鼻　示　数
72　全側面角
74　歯槽側面角

180

137

133

76

136

110

118

76

86

107

55

69

46

36

78

27

53

50

80

72

18

3

9

1

3

9

118183．7　61182．9　21182・8　26166．0　60184．2108181．4

117142・4　66142．0　20144・9　25147．2　62144．9108139．3

101137．7　45135・215134．617130．7　26135．5108139．3

104　77．7　59　77．8　20　79・2　25　89・0　55　78・7　108　76．6

103140．0　44139．212138．4　7137．716141．0106134・5

114104・7　46104・217105．0　10　99・6　31103．8107　99．9

80　123・8　27　121．4　14　117・111109・9　25　115・7　66　122・2

114　74．8　38　72・717　68．112　62．9　28　66・3　92　71・8

71　88．4　24　86・8　12　84．6　7　79．9　10　80．4　64　91・4

74　118．4　27　115．4　14　111．8　9　111・2　18　110．4　65　122・2

95　53．3　34　52・112　49．3　7　45．6　10　47．0　90　53．5

105　71・5　37　69・417　64・810　63・7　22　63．1　91　71．8

89　43・2　39　43．615　43・1　9　43・4　40　43．2108　43・0

93　34・5　41　34・615　32・8　9　31．8　38　33．2108　34．4

86　79．9　38　79・415　76．2　8　74．2　32　77．5108　80・2

117　27．1　43　26・916　27．812　25．9　36　26・5108　25・9

116　51．4　41　51．116　51．0　12　45・5　30　48．1108　52．2

113　51．4　41　51．116　54・411　56．4　27　54．7108　49・8

85　84．5　31　85・5　15　82．0　7　84．119　81．5　92　83．8

83　69．8　28　72．8　－　－　　　6　66．0　20　70．1107　70．7

＊：広田十鳥ノ峯，1）原田（1954）
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付　論

脳頭蓋諸径は，＿図1にも見るように，1号同様，やや小さい傾向が認められ，そのモズルス

値は150・0で，弥生人としては（例えば金隈：153．7，西北九州：154．1）やはり小さい。しかし，

1号のような短頭性は見られず，その長幅示数は76．1と，逆に長頭型に近い。

顔面部では強い高顔傾向が見られる。後述するように歯の唆耗が著しいこともあって顔高値

はさほどではなく，各顔示数もかなり低値をとるが，上顔高は76mmで比較群のいずれをも上回

っており，そのKollmannの上顔示数も55・9と高い。その他，眼寓幅がやや広い他はほぼ近隣

の弥生人平均と大差なく，鼻根部には強い偏平性も認められる。また，前頭骨，鼻骨，頬上顎

骨の各平坦示数はそれぞれ，13．4，27．7，23．3で，その顔面上半は平坦な顔面を持つことで知

られる北部九州弥生人の各平均（14・8，29・2，20・5；中橋・永井，1989）に較べてもさらに平坦

性が強い。

以下に歯式を示す。上顎左右犬歯部の歯槽が閉鎖している。対向する下顎犬歯の唆耗が弱く，

下顎唆合面が左右ともこの部分で上方へ突出している。隣接歯槽部にも閉鎖像が見られ，その

形式については疑問が残るが，風習的抜歯である可能性が強い。さらにまた，前歯列の正面観

において，上下歯列間に紡錘状の間隙も認められた（図版参照）。

2－2，四肢骨

計測，比較結果を表6，7に示す。

上肢骨：比較的頑丈な骨体を持ち，長径についても左横骨のみ計測値が得られたが，近隣

の弥生人と大差なく，かなり長い。上腕骨では特に右腕が太く，三角筋粗面の発達も良好で，

左右差が大きい。また，榛骨，尺骨共に骨間縁の発達が良好で，その為，榛骨では断面示数が

かなり小さくなって津雲縄文人の平均に近くなっている。

下肢骨：上肢骨同様かなり頑丈な骨体を持ち，各計測値は近隣の北部九州弥生人の平均に近

いか，もしくはそれをやや上回る値を見せている。また，大腿骨に柱状性は見られないが，榛

骨ではかなりの偏平性が認められる。

推定身長は，榛骨最大長にPearson法を適用して求めると，162．5cmで，この地域の弥生人の

平均にも近く（表4），かなりの高身長である。

総括・考察

福岡市早良区に所在する，有田遺跡第126次発掘調査によって，弥生中期初めの甕棺から熟年

男女各1体の弥生人骨が出土した。その特徴を概括すると，

・男女とも脳頭蓋はやや中頭傾向を示し，男性（ST－2号）は幅，高径がかなり小さく，女性
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表6　上肢骨計測値（男性、左）

有田126　　北部九州
ST－02　　（弥生）
r I N M

山　口　　大　友　　津　雲　　九　州1）
（弥生）　（弥生）　（縄文）　　（現代）
N M N M N M N M

1最大長
2　全　長
5　中央最大径
6　中央最小径
7　骨体最小周
7a中央周
6／5　骨体断面示数
7／1長厚示数

榛　骨
1最大長
2　機能長
3　最小周
4　骨体横径
4a骨体中央横径
5　骨体矢状径
5a骨体中央矢状径
3／2　長厚示数
5／4　骨体断面示数
5a／4a中央断面示数

尺　骨
1最大長
2　機能長
3　最小周
11矢状径
12　横　径
3／2　長厚示数
11／12　骨体断面示数

22302．6　29305・3　11291．4　15283．3　106295．3

17296．8　23300．0　　8285．8　15279・0　　106290．6

25　　　23　　　76　23．3　61　23．1　34　23．4　20　23・7　106　21．9

19　　19　　　7617．4　6117．6　3317．6　2017．7　10616・9

70　　　65　　　8163・9　66　63・7　33　63・5　2164・7　106　61．8

73　　　68　　　75　67．8　57　67．5　33　68．2　　－　68・8　106　63．7

76　　　82．6　76　74．9　6176・5　33　75．0　20　74．6　106　79．1

22　21．3　28　20・8　11　22・4　15　23・0　　106　20．9

234　　　37236．5　27236・9　　6231・5　11233・3　　　64219．9

28220．0　24222・4　　9215．8　11217．5　　　64208．2

43　　　44　　　78　43．1　5142・5　15　44．7　17　43・6　　　63　40．1

18　　18　　　79　17．2　5117．4　2517．1　1716・9　　　6316・0

18　　17　　　50　16．0　3316．0　2516・4　－　－　　　　6315・2

12　　12　　　79　12．5　5112・0　25　12・4　17　11・6　　　63　11．7

12　　12　　　50　12．6　3412・4　2612・4　－　－　　　　6311・9

28　19．8　24　19．4　　5　20．5　11　20．0　　　61　20．4

66．7　66・7　79　72・6　51　69．6　25　72・3　17　68．8　　　60　71．4

66・7　70．6　50　78．6　33　77．8　25　75・2

12253．2　26258・5　　9249．6　　7247・9　　　62236・2

15224・7　21226・2　13222．9　12219・5　　　64209・2

39　　　38　　　63　37．4　35　38・2　22　37．2　15　38・9　　　65　35・8

15　　14　100　13・2　4913．2　2615．0　1914・2　　　6312・8

19　　18　10017．6　4917・2　2617．2　1916．2　　　6416．5

15　16・8　2117．2　13　16・8　12　17・8　　　63　17・0

78．9　77・8　100　75．4　49　77．2　26　88．0　19　87．8　　　63　74・9

1）専頭（1957）；溝口（1957）

表7　下肢骨計測値の比較（男性、左）

有田126　　北部九州　　山　口

（ST－02）　（弥生）　（弥生）
r　　1　　N M N M

大　友　　津　雲　　九　州
（弥生）　（縄文）　（現代）
N M N M N M

大腿骨
1最大長
2　自然位長
6　中央矢状径
7　中央横径
8　中央周
9　骨体上棟径
10　骨体上矢状径
8／2　長厚示数
6／7　中央断面示数
10／9　上骨体断面示数

脛　骨
1全　長
1a最大長
8　中央最大径
8a栄養孔位最大径
9　中央棟径
9a栄養孔位横径
10　骨体周
10a栄養孔位周
10b最小周
9／8　中央断面示数
9a／8a栄養孔位断面示数
10b／1長厚示数

60430．9　37434・4　15420．1　11415．2　59406・5

18427．7　26432・8　17413．9　11411・3　59403．2

29　　　162　29．7　72　29・1　4128．6　20　28．9　59　26．5

30　　　166　28．0　72　27．2　42　26・4　20　25・5　59　25・6

91　　161　90・8　72　88・9　4187・0　20　86・6　59　82．4

32　　　115　32・6　74　32・7　38　31．6　19　30・4　59　29．4

26　　　115　26．2　74　26．0　38　25・2　19　24．8　59　24．3

18　21．4　26　20．5　16　21．4　11　21．1　59　20．4

96．7　162106．4　72107・6　41108・6　20113．2　58103・8

81・3　　115　80．5　74　80．0　39　80．1　19　81・7　58　82・8

27345．6　19350．5　10345・3　10337．0　61320．3

52350．5　21356・9　11354．8　10343．0　60326．9

33　　　　　　　74　32．0　36　30・6　43　31・0　21　31．7　61　27．8

38　　38　　　153　36．5　60　35・7　35　34・5　19　34・7　60　30・6

22　　　　　　　　75　22．9　36　22・3　43　21・4　2119．7　61　21．1

24　　24　　　153　25．3　59　25・1　36　23・3　19　21・5　61　23・7

85　　　　　　　74　86・5　36　83．6　4183．4　20　82．5　62　78．4

97　　97　　　151　96・9　58　95・5　34　92・6　19　90・7　6188・9

76　　76　　　122　78．4　63　75．4　38　75．6　17　75．6　60　71・3

66・7　－　　　　74　72．2　36　73．0　43　69・1　2162・4　6176・1

63・2　63．2　　152　69・5　59　70・5　35　67．7　19　62・0　60　77．5

26　22・7　19　21．5　10　21．9　10　22・9　60　22・4
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（ST－1号）は特に長径が小さい。男性はやや長頭に傾くのに対して，女性は逆にかなりの短頭

型となっている。

・顔面部は男女とも高顔傾向が明らかである。そのKoIlmannの上顔示数はST－1，2号それ

ぞれ，52．2，55．9で，共に中上顔型mesenに属す。同傾向は眼寓，鼻部にも認められる。鼻根

部をはじめとして，顔面の偏平性が強い。

・2号熟年男性人骨に風習的抜歯を強く疑わせる痕跡が認められた。さらに前歯の上下歯列間

に紡錘状の間隙が見られた。

・四肢骨では，男性は近隣の弥生人に類似してかなり太く，長い特徴を見せるが，女性人骨は

細小な傾向が強い。その断面示数については，ST－2号の脛骨で偏平性が見られたように，や

やばらつきが見られた。

・推定身長は，男性は162・5cmとかなり高身長だが，女性は145・2cmで，この地域の弥生人とし

ては例外的な低身長例である。

O

有 田12 6

㊥　　　　 。

0　　　　　　　　　　　　 0

。

▲○ ′　　　　　　　 0　　　　　　　 0

▲

▲

▲

▲

図2．主成分分析（男性、頭蓋9項目）
（○：金隈，▲：津雲．吉胡）
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以上，今回出土した2体の弥生人骨については，女性人骨四肢がかなり華著で，低身長であ

った他は，顔面の高顔性や偏平性，あるいは男性の太く，長い四肢と高身長など，当地域のい

わゆる「渡来系」とされる弥生人としての形態的特徴をほぼ備えた例ということができる。ち

なみに図2は，ST－2号男性人骨の頭蓋9項目を用いて，近隣の金隈弥生人，及び津雲，吉胡

縄文人の各個体と共に主成分分析を行った結果である。金隈弥生人と縄文人集団がかなり明確

に分離される中で，ST－2号は金隈弥生人の分布域の中に位置しており，当人骨もまたこれに

類似した集団の一員であることを示す結果となっている。女性がかなり低身長であったが，他

の形質では近隣の弥生人と大差を見せず，従来から高顔と低身長の組合せは稀ではないことが

明らかになっているので（中橋・永井，1989），本例もそうした個体変異の1例と考えて大過な

かろう。この結果によって当地の弥生人全体を代表するのはまだ早計に過ぎるが，これまで周

辺の諸遺跡から出土していた弥生人の特徴から考えて，当地にもまた類似の，いわゆる「渡来

系」とされる弥生人が居住していたと考えるのが自然であり，今回の結果もそうした見解を裏

付けているものと考える。ただ，当地域の弥生人の中にも種々の地域差が存在することも明ら

かになっているので，その点は今後資料の充実を図って検討していくべき課題であることは言

うまでもない。

当人骨で気付いた特記所見として，2号男性人骨において，抜歯の痕跡とともに，前歯の上

下歯列間に紡錘状の間隙が認められた点をあげておきたい。抜歯風習については，土井ケ浜等

（中橋，1990）とは異なって北部九州の甕棺弥生人ではかなり類例が少ないことが知られている

が，しかし近在の金隈遺跡でもほぼ同時代の甕棺墓から，小数ながら同型式の抜歯人骨が出土

している（中橋，他，1985）。詳しくはさらに資料を増やして検討する必要があるが，ともあれ

本例は当地の弥生社会にもまだこの風習が残存していたことを示唆する貴重な追加例となるも

のである。

当人骨でさらに興味をひかれるのは，特異唆耗による，前歯上下歯列間の紡錘状の間隙の存

在である。各切歯は他歯とは異なっていずれも歯根部近くまで強く唆耗しており，しかもその

歯冠唆合面は舌側から唇側へと間隙を広げるかたちで傾斜し，左右犬歯の間で，上下最大幅7－

8mm程度の紡錘状の間隙をつくっている。こうした状況は，これまでも特に縄文人で類例が報

告されており（鈴木，1950：島，1959），何等かの特殊な機会的摩擦，例えば皮なめしのような

生活作業と結び付けた考察がなされている。北部九州・山口地方弥生人でも稀ながら同じ様な

例が存在しており（未発表），その原因についてはまだ多くの検討の余地を残すものの，人骨上

に古代人社会における生活風習の一端が遺された数少ない例として，今後の類例の探索とその

詳しい成因研究が望まれる。

（当人骨を調べる機会を与えられ，種々御教示賜った福岡市教育委員会の諸先生，諸氏に深謝い

たします。）
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PL・9

STO1－06

第119次調査区



第119次調査区

土坑．ピット・遺構面出土遺物

PL・10
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（1）第121次調査区北側全景（南から）
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第121次調査区 PL．16

STOl・SDO2．SBOl出土遺物



PL．17 第126次調査区

（1）第126次調査区全景（北東から）

（2）同全景（南から）
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（1）第127次調査区西側全景（南東から）

第127次調査区

（3）同東側全景（北西から）



第128次調査区 PL．24

（1）第128次調査区東側全景（北西から）

（2）同西側全景（北西から）
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第128次調査区 PL．26
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第144次調査区 PL．30

（2）

（1）調査区南半部全景（南南京から）（2）調査区北半部全景（南から）（3）調査区遠景（南西から）
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（1）調査区北半部全景（西から）　（2）調査区南半部全景（西から）

PL．32

（2）
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（1）SC・SB（南から）

（3）SBO2（東から）

（5）SC痕跡（南から）

（7）SDO5（北から）

第156次調査区

（2）SC・SB（東から）

（4）SCOl（東から）

（6）調査区南半部全景（東北から）

（8）SDO5土層断面（東から）
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第157次調査区 PL．38

各遺構出土遺物



PL・39

（1）第162次調査区全景（南から）

（2）SKO3（北西から）

第162次調査区

（3）SDOl．02（南東から）

（4）SDO4（南東から）

3

（5）SDOl・02出土遺物
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